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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　注射部位から取り外される間に注射デバイスの針を遮蔽するためのシステムであって、
　シャーシと、前記シャーシに回動可能に取り付けられた搭載プレートとを有する本体部
と、
　前記シャーシに移動可能に搭載されると共に、注射ゾーンに対する取り付けのための接
着剤を有する接触面を含むベースと、
　前記搭載プレートに搭載されると共に、その先端部が前記接触面の第１の側にある露出
位置と前記接触面の反対側にある遮蔽位置との間を移動可能である前記針と
　を備え、
　前記搭載プレートは、第１の位置と、前記接触面に対して前記第１の位置から離れた第
２の位置との間を移動可能であると共に、前記ベースは、前記シャーシから離れる方向に
延在された延在位置と前記シャーシに対して畳まれた畳まれ位置との間を移動可能であり
、
　前記搭載プレートが前記第１の位置にあると共に前記ベースが前記畳まれ位置にある状
態において前記本体部と係合されたロック部は、前記針の先端部が前記露出位置から前記
遮蔽位置に移動することを阻害し、前記ベースが前記畳まれ位置から前記延在位置に移動
することにより、前記ロック部と前記本体部との係合が解除され、前記針の先端部の、前
記露出位置から前記遮蔽位置への移動が可能になる
　システム。
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【請求項２】
　前記搭載プレートが前記第２の位置にあるとき、前記本体部の重心は、前記第１の位置
におけるよりも、前記接触面から遠い位置にある
　請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記ベースは、前記接触面と、前記本体部との間に位置しており、
　前記搭載プレートは、前記ベースに近い前記第１の位置と、前記ベースから離れた前記
第２の位置との間を移動可能である
　請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記搭載プレートを前記第２の位置に向かって付勢する付勢部材をさらに備えた
　請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　薬剤搬送を行う間、前記搭載プレートを前記第１の位置に保持するリテーナをさらに備
えた
　請求項４に記載のシステム。
【請求項６】
　前記リテーナは、前記本体部が前記ベースの前記接触面から離れる方向に引っ張られる
ことに応じて、前記搭載プレートを前記第２の位置に解放するように構成されている
　請求項５に記載のシステム。
【請求項７】
　前記リテーナは、第２の接触面と第２の接着剤とを含み、前記ベースの前記接触面が注
射ゾーンに取り付けられていると共に前記搭載プレートが前記第１の位置にあるとき、前
記第２の接着剤が前記搭載プレートを接着によって前記第１の位置に保持するようになっ
ている
　請求項６に記載のシステム。
【請求項８】
　前記第２の接触面は、前記搭載プレートが前記第１の位置にあるとき、前記ベースの前
記接触面と同一平面上にあり、それにより、前記搭載プレートが前記第１の位置にあると
共に前記ベースの前記接触面が対象の皮膚上の注射部位と接触しているとき、前記第２の
接触面も前記対象の皮膚と接触するようになっている
　請求項７に記載のシステム。
【請求項９】
　前記本体部は、前記本体部を、前記注射ゾーンよりも前記第２の接触面に近い位置から
、前記注射ゾーンから離れる方向に引っ張ることを促すように構成されている
　請求項７に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記ベースに開口部をさらに備え、
　前記針の先端部は前記開口部と位置合わせされており、それにより、前記針が前記露出
位置から前記遮蔽位置に移動するとき、前記針の先端部が前記開口部を通るようになって
いる
　請求項１に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記搭載プレートが前記第１の位置にあるとき、および、前記搭載プレートが前記第２
の位置にあるときの両方において、前記針は、前記開口部と位置合わせされている
　請求項１０に記載のシステム。
【請求項１２】
　滅菌針キャップをさらに備え、
　前記開口部は、前記滅菌針キャップが通るのに十分な大きさを有する
　請求項１０に記載のシステム。
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【請求項１３】
　貯蔵エネルギー源をさらに備え、
　前記針の先端部の移動の動力は、前記貯蔵エネルギー源によるものである
　請求項１１に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記本体部は、人間の手で把持されるための形状および大きさを有し、それにより、前
記本体部を把持して前記接触面から離れる方向に引っ張ることにより、前記搭載プレート
が前記第１の位置から前記第２の位置に移動するようになっている
　請求項２に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（関連出願）
　本出願は、２０１６年１月２１日に出願された米国仮特許出願第６２／２８１５３６号
、２０１６年１０月１０に出願された国際ＰＣＴ出願第ＰＣＴ／ＵＳ２０１６／０５６２
３８号、２０１６年１０月１０に出願された国際ＰＣＴ出願第ＰＣＴ／ＵＳ２０１６／０
５６２２３号、２０１６年１０月１０に出願された国際ＰＣＴ出願第ＰＣＴ／ＵＳ２０１
６／０５６２４７号の優先権の利益を主張し、当該特許出願の内容を、本明細書の一部を
構成するものとしてその全体を援用するものである。
【０００２】
　本発明は、そのいくつかの実施の形態において、針の送り出しおよび／または針の保護
のためのシステムに関し、特に、これに限定されるものではないが、自動注射器を注射部
位から取り外す際に、自動注射器の針を自動的に引き戻すシステムに関する。
【０００３】
　米国特許第９１４９５７５号は、以下を開示していると思われる。「装置（１１０）は
、活性化機構（２０）と、安全ラッチ（１２２）とを含む。活性化機構を作動させると、
針（１１６）が展開（deploy）されて筐体（１１２）から突出する。針（１１６）は長手
方向の軸を有する。安全ラッチ（１２２）は移動可能に筐体（１１２）に搭載されると共
に、安全ラッチ（１２２）には針（１１６）が通るための針用開口部（１２９）が形成さ
れている。安全ラッチ（１２２）は、第１の位置および第２の位置を有する。第１の位置
にあるときは、針（１１６）は、針用開口部（１２９）を通るように位置合わせされてい
る。第２の位置にあるときには、安全ラッチ（１２２）が筐体（１１２）に対して移動す
る。それにより、安全ラッチ（１２２）の針用開口部（１２９）から離れた部分によって
、針（１１６）がその長手方向に平行な方向に移動することがブロックされるようになっ
ている。」
【０００４】
　米国特許第７５３０９６４号は、以下を開示していると思われる。「針デバイスは、（
意図的に、あるいは意図せず）皮膚の表面からデバイスが取り外される際に、針を引き戻
す針引き戻し機構を有する。針を引き戻すと、そのデバイスは作動不能になる。また、そ
のデバイスを再度使用しようとする者があるとき、その針を屈曲することによってその針
を作動不能にすることもできる。他の実施の形態において、そのデバイスを再度使用しよ
うとする者があるとき、筐体のベースに設けられた針用開口部を覆うことにより、その針
を作動不能にすることができる。他の実施の形態において、代わりに、針デバイスは、使
用後に針を自動的に覆う針シールドを有している。
【０００５】
　米国特許第８９１５８８２号、米国特許第６５００１５０号、米国特許第６８２４５２
９号、および米国特許６８４３７８２号には、皮膚接触面を画定するベース部材と、薬剤
容器として機能するシリンジと、シリンジから薬剤を排出するための手段とを有する薬剤
送給デバイスが開示されていると思われる。シリンジは、シリンジの長手方向の軸が皮膚
の表面に対して実質的に並行となるように、ベース部材に接続されている。送給針は、シ
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リンジと連通している。針は、角度を有して屈曲されている。それによって、針の先端部
は、皮膚接触面に対して実質的に垂直となっている。使用の際には、針の先端部は、対象
の皮膚を貫通するように構成されている。
【０００６】
　このような比較的ゆっくりとした放出については、自動放出デバイスも提案されている
。米国特許第５８５８００１号には、接着剤により被覆された皮膚接触面を画定するベー
ス部材によって、対称の皮膚に接着される液剤送給デバイスが開示されている。円柱状の
カートリッジは、薬剤容器として機能すると共に、筐体に組み込まれている。円柱状のカ
ートリッジは、使用時に、カートリッジの長手方向の軸が皮膚接触面に対して実質的に平
行になるように、ベース部材に接続されている。使用時にカートリッジの内部と連通する
送給針は、筐体がベース部材に対して下向きにスナップ結合する（snap）際に、対象の皮
膚を貫通する。この動作によって、さらに、重炭酸クエン酸／ナトリウムガス生成部が作
動する。これはガスを生成し、カートリッジ内においてピストンを動かし、薬剤室を圧縮
する。この圧縮により、送給針と連通しているコンジットがストッパを貫通する。これに
より、薬剤が薬剤室から排出され、針を通って、対象の皮下組織に至る。
【０００７】
　注射器デバイスを用いるのであれば、シリンジカートリッジは予め装填されていてもよ
く、シリンジカートリッジを注射器に載置するプロセスの間はシリンジカートリッジの滅
菌状態を保つ必要がある。米国特許出願公開第２０１４０１６３５２６号には、自動注射
デバイスが開示されている。この自動注射デバイスには、標準型のシリンジおよび／また
は皮下注射針を装填してもよい。任意に、シリンジは予め装填されていてもよい。シリン
ジは、適切な位置に針カバーが設けられると共に滅菌された状態において、注射器に装填
されてもよい。注射器は、締結部（fastener）を含む。締結部は、例えば接着ベースであ
る。締結部は、ユーザが、長時間、注射器を患者の皮膚上に安定的に保持することに寄与
する。例えば、注射器は、０．５と３ｍｌとの間の範囲の量を、３０秒と１０分との間の
範囲の時間かけて注射するために用いられてもよい。
【０００８】
　米国特許第８６０３０２８号は、以下に関する。「手持ち式注射デバイスは、第１の軸
を有する第１の筐体と、第２の軸を有する第２の筐体とを含む。一実施の形態において、
第２の筐体は、針を支持するように構成されている。一実施の形態において、第１の軸と
第２の軸とは、約１８０度と約９０との間で調整可能な角度を形成する。」
【０００９】
　背景技術はさらに、米国特許第６１８９２９２号、米国特許出願公開第２０１３０２５
３４３４号、米国特許出願公開第２００９／０９３７９２号、米国特許第７９６７７９５
号、および米国特許出願公開第２０１４０１９４８５４号を含む。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】米国特許第９１４９５７５号明細書
【特許文献２】米国特許第７５３０９６４号明細書
【特許文献３】米国特許第８９１５８８２号明細書
【特許文献４】米国特許第６５００１５０号明細書
【特許文献５】米国特許第６８２４５２９号明細書
【特許文献６】米国特許第６８４３７８２号明細書
【特許文献７】米国特許第５８５８００１号明細書
【特許文献８】米国特許公開第２０１４０１６３５２６号明細書
【特許文献９】米国特許第８６０３０２８号明細書
【特許文献１０】米国特許第６１８９２９２号明細書
【特許文献１１】米国特許公開第２０１３０２５３４３４号明細書
【特許文献１２】米国特許公開第２００９／０９３７９２号明細書
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【特許文献１３】米国特許第７９６７７９５号明細書
【特許文献１４】米国特許公開第２０１４０１９４８５４号明細書
【発明の概要】
【００１１】
　特に定義のない限り、本明細書において用いられているすべての技術用語および／また
は科学用語は、本発明が属する技術における当業者によって一般的に理解されるものと同
じ意味を有する。本明細書に記載されているものと同様または均等の方法や材料を用いて
本発明の実施の形態を実施し、試験することができるが、以下にそれらの例示的な方法お
よび／または材料を示す。何らかの対立が生じた場合、定義を含め、特許明細書が支配す
る。また、材料、方法、および例は参考用にすぎず、必ずしも限定することを意図するも
のではない。
【００１２】
　本発明のいくつかの実施の形態の一側面によれば、注射デバイスが注射部位から取り外
される際に針を遮蔽するためのシステムであって、注射ゾーンに対する取り付けのための
接着剤を有する接触面を含むベースと、接触面の第１の側にある露出位置から遮蔽面の反
対側にある遮蔽位置の間を移動可能である針の先端部と、先端部の、露出位置から遮蔽位
置への移動を阻害するロック部と、ベースに移動可能に取り付けられた本体部とを備え、
本体部は、第１の位置と、接触面に対して第１の位置から離れた第２の位置との間を移動
可能であると共に、本体部は、ロック部と関連付けられており、本体部が第１の位置にあ
るとき、本体部がロック部の係合を実現することにより、先端部の、露出位置から遮蔽位
置への移動を阻害し、ロック部の係合を解除することにより、露出のための針の先端部の
、遮蔽位置への移動を可能にするようになっているシステムが提供される。
【００１３】
　本発明のいくつかの実施の形態によれば、第２の位置における本体部の重心は、第１の
位置におけるよりも、接触面から遠い位置にある。
【００１４】
　本発明のいくつかの実施の形態によれば、ベースは、接触面と、注射器の本体部との間
に位置しており、本体部は、ベースの付近の第１の位置と、ベースから離れた第２の位置
との間を移動可能である。
【００１５】
　本発明のいくつかの実施の形態によれば、システムは、本体部を第２の位置に向かって
付勢する付勢部材（biasing member）をさらに含む。
【００１６】
　本発明のいくつかの実施の形態によれば、システムは、薬剤送給中、本体部を第１の位
置に保持する保持部（retainer）をさらに含む。
【００１７】
　本発明のいくつかの実施の形態によれば、保持部は、本体部がベースの接触面から離れ
る方向に引っ張られることに応じて、本体部を解放して第２の位置に至らせるように構成
されている。
【００１８】
　本発明のいくつかの実施の形態によれば、保持部は、第２の接触面と、第２の接着剤と
を含み、それにより、ベースの接触面が注射ゾーンに取り付けられていると共に本体部が
第１の位置にあるとき、第２の接着剤が接着（adhesion）によって本体部を第１の位置に
保持するようになっている。
【００１９】
　本発明のいくつかの実施の形態によれば、第２の接着面は、本体部が第１の位置にある
とき、ベースの接着面と同一平面上にあり、それにより、本体部が第１の位置にあると共
にベースの接触面が対象の皮膚上の注射部位と接触しているとき、第２の接触面も対象の
皮膚と接触するようになっている。
【００２０】
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　本発明のいくつかの実施の形態によれば、本体部は、本体部を、注射ゾーンよりも第２
の接触面に近い位置から、注射面から離れる方向に引っ張ることを促すように構成されて
いる。
【００２１】
　本発明のいくつかの実施の形態によれば、システムは、ベースに開口部をさらに含み、
針の先端部は開口部と位置合わせされており、それにより、針が露出位置から遮蔽位置に
移動するとき、針の先端部が開口部を通るようになっている。
【００２２】
　本発明のいくつかの実施の形態によれば、本体部が第１の位置にあるとき、および、本
体部が第２の位置にあるときの両方において、針は、開口部と位置合わせされている。
【００２３】
　本発明のいくつかの実施の形態によれば、システムは、滅菌針キャップをさらに含み、
開口部は、滅菌針キャップが通るのに十分な大きさを有する。
【００２４】
　本発明のいくつかの実施の形態によれば、システムは、貯蔵エネルギー源（stored ene
rgy source）をさらに含み、針の先端部の移動の動力は、貯蔵エネルギー源による。
【００２５】
　本発明のいくつかの実施の形態によれば、本体部は、人間の手で把持されるための形状
および大きさを有し、それにより、本体部を把持して接触面から離れる方向に引っ張るこ
とにより、本体部が第１の位置から第２の位置に移動するようになっている。
【００２６】
　本発明のいくつかの実施の形態の一側面によれば、本体部と、皮膚接触面と、針と、皮
膚接触面に対する針の先端部の向きを固定すると共に本体部および皮膚接触面に取り付け
られた相互関連要素（interlinked components）を含むロック部とを有する薬剤送給デバ
イスの針の先端部に起因する針刺しの危険を防ぐ方法であって、針の先端部が送給デバイ
スから注射面内に突出してロックされた状態において、注射面に接着された皮膚接触面を
接着させることと、皮膚接触面が注射面に接着されたままの状態において、皮膚接触面に
対する本体部の移動に起因する相互関連要素の向きの再設定（reorientation）に応じて
ロック部を解放することとを含む方法が提供される。
【００２７】
　本発明のいくつかの実施の形態によれば、針の先端部は、接触面の開口部を通って引き
戻されるように付勢されており、方法は、ロックの解除に応じて針の先端部を引き戻すこ
とをさらに含む。
【００２８】
　本発明のいくつかの実施の形態によれば、方法は、移動を実現するために、本体部を皮
膚接触面から離れる方向に引っ張ることをさらに含む。
【００２９】
　本発明のいくつかの実施の形態によれば、本体部が注射面に接着されることにより、本
体部が皮膚接触面から離れる方向に移動することが阻害され、方法は、本体部を注射面に
接着させることを、引っ張るという手段によって、無力化する（overcome）ことをさらに
含む。
【００３０】
　本発明のいくつかの実施の形態によれば、方法は、本体部を、皮膚接触面から離れる方
向に付勢することをさらに含む。
【００３１】
　本発明のいくつかの実施の形態によれば、皮膚接触面に対する本体部の移動は、皮膚接
触面から離れる方向に行われる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
　本発明のいくつかの実施の形態を、ほんの一例として、添付図面を参照しつつ説明する
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。ここで、図面を具体的にかつ詳細に参照するが、図示された事項は一例であり、本発明
の実施の形態を例示的に説明するためのものであることを強く主張する。この点に関し、
当業者であれば、図面を考慮することによって、本発明の実施の形態をどのように実施し
得るかを説明から明らかにすることができる。
　添付図面において：
　（図１Ａ）本発明の一実施の形態にかかる、針を保護する方法を表すフローチャートで
ある。
　（図１Ｂ）本発明の一実施の形態にかかる、針を送り出す方法を表すフローチャートで
ある。
　（図２Ａおよび図２Ｂ）本発明の一実施の形態にかかる注射器を表す状態図である。
　（図３）本発明の一実施の形態にかかる針の挿入および／または引き戻し機構を表すブ
ロック図である。
　（図４Ａ～図４Ｄ）本発明の一実施の形態にかかる注射器の四つの状態を表す側面図で
ある。
　（図５Ａおよび図５Ｂ）本発明の一実施の形態にかかる注射器を表す斜視図である。
　（図６Ａ～図６Ｄ）本発明の実施の形態にかかる挿入および／または引き戻し機構を含
む注射器を表す斜視図である。
　（図７Ａ～図７Ｊ）本発明の一実施の形態にかかる注射器の各種状態を表す斜視図およ
び断面図である。
　（図８）本発明の一実施の形態にかかる接着構造の分解図である。
　（図９Ａ～図９Ｄ）本発明の一実施の形態にかかる注射器の模式図である。
　（図１０Ａ～図１０Ｆ）本発明の一実施の形態にかかる注射器の各種状態の模式図であ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
　本発明は、そのいくつかの実施の形態において、針の送り出しおよび／または針の保護
のためのシステムに関し、特に、これに限定されるものではないが、自動注射器が注射部
位から取り外される際に、自動注射器の針を自動的に引き戻すためのシステムに関する。
（概要）
【００３４】
　本発明のいくつかの実施の形態の一側面は、注射器の皮膚接触面を注射面から取り外す
前に針を保護することにより、注射器の針の露出を防ぐことに関する。例えば、デバイス
を取り外す際に、デバイスの本体部と皮膚接触面との係合が解除されてもよい。係合の解
除により、任意に、皮膚接触面が注射部位から取り外される前に注射器の針を保護するこ
とが実現されるおよび／または引き起こされる。
【００３５】
　いくつかの実施の形態において、デバイスの本体部が注射部位および／またはデバイス
の皮膚接触面に対して移動するとき、露出している針は、遮蔽場所に移動する。例えば、
本体部は、注射部位および／または皮膚接触面から離れる方向に移動してもよい。例えば
、デバイスは、取り付け界面に対して移動する本体部（例えば、筐体および／またはシャ
ーシを含む）を含んでもよい。例えば、重心と接触面との間の最短距離が、第１の位置か
らよりも、第２の位置からのほうが大きいとき、本体部は、第１の場所から、接触面から
より離れた第２の場所まで移動してもよい。例えば、重心と針の先端部が接触面を渡る際
に通る点との間の最短距離が、第１の位置からよりも、第２の位置からのほうが大きいと
き、本体部は、第１の場所から、注射部位からより離れた第２の場所まで移動してもよい
。
【００３６】
　任意に、針の先端部が露出している状態において、デバイスを注射場所から勝手に動か
そうとする試み、および／または取り外そうとする試みが行われると、針が保護場所に引
き戻される。例えば、最も近い点同士における、デバイスの本体部に対する注射部位およ
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び／または皮膚接触面の相対的な移動の距離は、０から０．３ｍｍの間の範囲、および／
または０．３から１ｍｍの間の範囲、および／または１ｍｍから３ｍｍの間の範囲、およ
び／または３ｍｍから１０ｍｍの間の範囲、および／または１０ｍｍから３０ｍｍの間の
範囲であってもよい。これに代えて、あるいはこれに加えて、本体部は、針が引き戻され
るとき、注射面および／または皮膚接触面に対して、０から２度の間の範囲、および／ま
たは２から６度の間の範囲、および／または６から１２度の間の範囲、および／または１
２から２４度の間の範囲、および／または２４から４５度の間の範囲の角度で回動しても
よい。任意に、針は、保護位置においてロックされていてもよい。任意に、保護位置への
針の移動は不可逆であってもよい。
【００３７】
　いくつかの実施の形態において、尖った危険要素（sharp hazard）は、デバイスの動作
の多くおよび／または全ての段階において、覆われたままの状態であってもよい。例えば
、針は、（ベースが注射部位に接続された後、）デバイスのベースが注射部位に取り付け
られた状態において、デバイスのベースの外に展開されてもよい。例えば、針は、ベース
が注射部位に取り付けられたままの状態において（例えば、ベースが注射部位から取り外
される前において）、保護されていてもよい。任意に、ベースは、注射部位に取り付けら
れた状態において、注射部位を取り囲んでいてもよい。いくつかの実施の形態において、
デバイスのベース、および／または活性化は、ベースが注射部位に接続されていない状態
において、操作を抑止するように構成されていてもよい。例えば、デバイスの操作は、接
着接触面を注射部位に対して載置すること、および／またはデバイスの本体部を接触面に
対して押すことを含んでもよい。例えば、ユーザの、自身が接着剤によって汚れることを
厭う気持ちにより、気軽にデバイスを始動させること、および／または意図せずデバイス
を始動させることが抑止されてもよい。
【００３８】
　いくつかの実施の形態において、注射面は、対象の皮膚の表面を含んでもよい。いくつ
かの実施の形態において、注射部位は、対象に調合薬（pharmaceutical）を注射するため
の部位を含んでもよい。これに代えて、あるいはこれに加えて、注射面は、デバイスを示
す（demonstrate）ための人工的な面を含んでもよい。これに代えて、あるいはこれに加
えて、注射面は、デバイスを示すための人工的な面を含んでもよい。
【００３９】
　これに代えて、あるいはこれに加えて、注射面は、機械として（in piece of machiner
y）、液体容器（例えば、染料をプリンタのカートリッジに注入するためのもの）を含ん
でもよい。
【００４０】
　いくつかの実施の形態において、皮膚センサおよび／または接触面は、注射器が注射部
位に向かって押されると、回動してもよい。任意に、針の挿入は、カートリッジおよび／
または針アセンブリの回動を含むだろう。例えば、二つの回動システムは、反対方向を向
いていてもよい。それにより、ベースに対する針の向きは所定の角度を有するようになっ
ている（例えば、垂直になっている）。または、その角度は、（例えば、デバイスを注射
部位上に押すことにより）ベースが畳まれると、変化するようになっている。またはその
両方が実現するようになっている。
【００４１】
　任意に、針が挿入されると、針アセンブリおよび／またはカートリッジの回動により、
針が、部分的に、および／または完全に元の向きに戻ってもよい。
【００４２】
　いくつかの実施の形態において、ベースは、デバイスを止めるため、および／または保
護するための、近接センサおよび／または皮膚センサとして機能してもよい。例えば、デ
バイスが注射部位から取り外されると、ベースは、注射器の本体部（例えば、デバイスの
筐体、および／またはシャーシ、および／またはカートリッジ）から離れてもよい。注射
器の本体部に対するベースの移動は、任意に、針の保護、および／または薬剤排出の停止
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を引き起こす。
【００４３】
　いくつかの実施の形態において、デバイスのベースの表面積、および／またはその皮膚
接触面の表面積、および／またはその接着面の表面積は、１から５ｃｍ2の間の範囲、お
よび／または５から２５ｃｍ2の間の範囲、および／または２５から２５０ｃｍ2の間の範
囲、および／または２５０から１０００ｃｍ2の間の範囲、および／または１０００から
５０００ｃｍ2の間の範囲であってもよい。ベースは、任意に、デバイスとユーザの皮膚
との接触部分（contact）の表面積の１０から７０％の間、および／またはデバイスとユ
ーザの皮膚との接触部分の表面積の７０から９０％の間、および／またはデバイスとユー
ザの皮膚との接触部分の表面積の９０から１００％の間の部分を含む。
【００４４】
　いくつかの実施の形態において、デバイスのベースの針用開口部は、滅菌針カバーを挿
入する、および／または取り外すのに十分な大きさを有していてもよい。例えば、開口部
の幅は、１ｍｍから２ｍｍの間の範囲、および／または２ｍｍから４ｍｍの間の範囲、お
よび／または４ｍｍから１０ｍｍの間の範囲であってもよい。開口部の断面積は、例えば
、１から４ｍｍ2の間の範囲、および／または２から１６ｍｍ2の間の範囲、および／また
は１６から１００ｍｍ2の間の範囲であってもよい。
【００４５】
　いくつかの実施の形態において、デバイスのベースは、デバイスの本体部に向かって付
勢されている。これに代えて、あるいはこれに加えて、デバイスのベースは、デバイスの
本体部から離れる方向に付勢されていてもよい。任意に、デバイスは、ベースがデバイス
の本体部から離れる方向に延在することを防ぐための保持機構を有してもよい。例えば、
保持機構は、ユーザの皮膚に接着する接着面、および／またはデバイスの本体部が注射部
位の近くに位置するようにする接着面、および／またはデバイスがベースの皮膚接触面の
近くに位置するようにする接着面を含んでもよい。
【００４６】
　いくつかの実施の形態において、注射部位に対するベースの取り付け（例えば、接着）
を無力化するための力（例えば、ベースを対象の皮膚の表面から離れる方向に直接的に引
っ張ることによって無力化する力）は、０．１から１ニュートンの間の範囲、および／ま
たは１から５ニュートンの間の範囲、および／または５から１５ニュートンの間の範囲、
および／または１５から５０ニュートンの間の範囲、および／またはそれより大きい範囲
であってもよい。いくつかの実施の形態において、ベースをデバイスの本体部の近くに位
置するようにする保持部（例えば、注射部位に対する筐体の接着）を無力化するための力
、例えば、本体部を対象の皮膚の表面から離れる方向に直接的に引っ張ることによって無
効化する力は、０．１から１ニュートンの間の範囲、および／または１から５ニュートン
の間の範囲、および／または５から１５ニュートンの間の範囲であってもよい。
【００４７】
　いくつかの実施の形態において、ベースを本体部の近くに位置するようにする保持部（
例えば、注射部位に対する筐体の接着）を無力化するための力は、例えば、注射部位に対
するベースの取り付けを無力化するための力の０．１から１０％の間、および／または１
０％から２５％の間、および／または２５から７５％の間であってもよい。いくつかの実
施の形態において、力は、皮膚接触面を、注射器の本体部および／またはシャーシから離
れる方向に付勢してもよい。例えば、接触面と本体部との間の移動が最大となる場所にお
ける付勢力は、０．１から０．５ニュートンの間の範囲、および／または０．５から２ニ
ュートンの間の範囲、および／または２から５ニュートンの間の範囲、および／または５
から１０ニュートンの間の範囲であってもよい。
【００４８】
　いくつかの実施の形態において、注射デバイスのベースは、接着裾部（adhesive skirt
）を含んでもよい。例えば、ベースの接着裾部は、接着剤がベースに対して１ｍｍから５
ｍｍの間、および／または１０ｍｍから５０ｍｍの間において取り付けられている領域を
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越えて延在していてもよい。いくつかの実施の形態において、注射デバイスのベースは、
接着裾部を含んでもよい。いくつかの実施の形態において、注射器の皮膚接触領域であっ
て、ベース上にない領域は、接着裾部を含んでもよい。例えば、皮膚接触領域の接着裾部
であって、ベース上にない部分は、接着剤が注射器に対して、０．１ｍｍから１ｍｍの間
、および／または１ｍｍから５ｍｍの間において取り付けられている領域を越えて延在し
ていてもよい。いくつかの実施の形態において、ベース上の接着裾部は、裾部が注射器の
他の皮膚接触面上において延在している長さよりも、１０％から５０％の範囲、および／
または５０％から２５０％の範囲、および／または２５０％から１０００％の範囲、また
はそれよりも大きい範囲において、より遠くまで延在していてもよい。
【００４９】
　いくつかの実施の形態において、ベースは、注射デバイスのシャーシおよび／または筐
体に、移動可能に搭載されている。例えば、ベースは、注射デバイスのシャーシおよび／
または筐体に、回動可能に搭載されていてもよい。
【００５０】
　任意に、針アセンブリおよび／またはベースは、移動可能に、同じ要素に搭載されてい
てもよい。例えば、針は、ある要素（例えば、シャーシ）の片側から回動するように、回
動アーム部および／または回動プレートに搭載されていてもよい。または、ベースはその
反対側から、および／または反対方向に、回動してもよい。または、その両方が実現され
てもよい。例えば、針およびベースの両方が、デバイスの本体部に対して畳まれるとき（
例えば、針がベースの開口部を通って延在すると共に、ベースがシャーシに対して畳まれ
るとき）、ベースに対する針の相対的な向きは、土台（basis）および針プレートがベー
スから離れる方向に移動するとき（例えば、針が引き戻されていると共に、ベースがシャ
ーシから離れる方向に延在しているとき）のものと同じであってもよい。
【００５１】
　本発明のいくつかの実施の形態の一側面は、ユーザの直感的行動によって、注射デバイ
スの自動的な始動、および／または尖った針の保護を行うことに関する。いくつかの実施
の形態において、直感的なユーザインタフェースによって、限られた準備しかしていない
ユーザ、および／または限られた知識しか持っていないユーザであっても、訓練を必要と
しない前提および／または行動に基づいてデバイスを操作することができる。任意に、自
動化されたユーザインタフェースは、非直感的な方法において回避的なふるまいを喚起す
るかもしれない動作を行う。任意に、ユーザが訓練を受けていないがゆえの前提により、
デバイスの適切な活性化ができなかったとしても、または、予想外の行為を行ったとして
も、または順序に反した行為を行ったとしても、または、これらのうち複数のことが起こ
ったとしても、ユーザインタフェースは、適切に動作する。
【００５２】
　いくつかの実施の形態において、注射器は、単純な直感的行為によって活性化されても
よい。例えば、始動は、容易に認識可能な皮膚接触面（例えば、平面、および／または接
着剤を含む面）を注射部位上に載置すること、および／または注射デバイスの本体部を注
射部位に向かって押すこと、および／または活性化ボタンを押し下げることを含んでもよ
い。
【００５３】
　いくつかの実施の形態において、針の挿入のような自然に回避されるべきことを引き起
こす行動は、直感的な行為の直接的な結果ではない。任意に、針の挿入は、ユーザが皮膚
に向かって本体部を押すということの直接的・機械的な結果として生じなくてもよい。例
えば、針の挿入は、アクチュエータシステムによって自動的に行われてもよい。アクチュ
エータの作動は、任意に、注射デバイスが皮膚上に適切に載置されたときに引き起こされ
てもよい。または、指令があったとき（例えば、ボタンが押されたとき）に引き起こされ
てもよい。または、自動化された制御システム、時限的制御システム、または自動化され
た時限的制御システムによって引き起こされてもよい。または、これらのうちの複数の場
合に引き起こされてもよい。
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【００５４】
　いくつかの実施の形態において、針は、ユーザが注射器を注射部位から離れる方向に引
っ張る際、自動的に保護される。
【００５５】
　いくつかの実施の形態において、注射器の活性化には、順序だてられた一連の行動を行
うことが必要であってもよい。例えば、デバイスは、不注意に行われ得る単純な行為によ
って活性化されないようになっていてもよい。例えば、デバイスは、まず保護キャップを
取り外すこと、および／またはそれから接触面を皮膚に対して載置すること、および／ま
たはそれからデバイスを皮膚上の適切な位置において押すこと、および／またはそれから
活性化ボタンを押し下げることによって活性化されてもよい。任意に、デバイスは、これ
らの行動の一部のみの実施、および／または順序に反した行動の実施によって活性化され
ないようになっているだろう。
【００５６】
　いくつかの実施の形態において、システムは、適切な始動の手順の一部ではない行動に
対して感受性を有していないだろう。または、所定の順序に反して行われた行為に対して
感受性を有していないだろう。または、その両方だろう。例えば、注射器は、注射部位上
に適切に載置される前において、活性化スイッチの係合を行っても、影響を受けない（例
えば、活性化されない、または無効化されない、またはその両方）ようになっていてもよ
い。これに代えて、あるいはこれに加えて、いくつかの不適切な行動、および／または順
序に反して行われた行動により、デバイスの活性化がブロックされるようになっていても
よい。
【００５７】
　いくつかの実施の形態において、注射デバイスは、ユーザインタフェースを含んでもよ
い。
【００５８】
　任意に、ユーザインタフェースは、注射器の直感的および／または適切な使用を促すよ
うに設計されている。例えば、ステータス指示器（status indicator）および／または制
御器（control）（例えば、活性化ボタン）は、皮膚接触面の反対側に位置していてもよ
い。これにより、接触面が皮膚に対しているとき、ユーザは、ユーザインタフェースを見
るようになっている。または、ユーザインタフェースに手が届くようになっている。また
は、これらの両方が実現するようになっている。
【００５９】
　これに代えて、あるいはこれに加えて、ユーザインタフェースを載置することにより、
ユーザは適切な方法で注射器を持つことを促されるようになっていてもよい。例えば、デ
バイスを適切に載置すること、および適切に操作することを促されるようになっていても
よい。
【００６０】
　いくつかの実施の形態において、本発明にかかる針の送り出しおよび／または保護シス
テムは、パッチ型注射器および／または安定化されたペン型注射器に含まれてもよい。例
えば、パッチ型注射器は、薬剤送給中、注射器の皮膚接触面またはベースに対して平行な
（および／または例えば１から１０度の範囲、および／または１０から３０度の間におい
てほぼ平行な）長手方向の軸を有する薬剤容器（例えば、シリンジ）を含んでもよい。任
意に、パッチ型注射器の皮膚接触面および／またはベースの長軸の長さは、皮膚接触面に
垂直である注射器の高さよりも大きくてもよい。いくつかの実施の形態において、パッチ
型注射器および／または安定化されたペン型注射器の皮膚接触面は、注射部位に接続する
ためのコネクタを含んでもよい。
【００６１】
　例えば、コネクタは、接着剤を含んでもよい。例えば、安定化されたペン型注射器は、
皮膚接触面またはベースに対して垂直な（および／または、例えば、９０から８０度の間
、および／または８０から６０度の間、および／または６０から３０度の間の大きい角度
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を有する）長手方向の軸を有する薬剤容器（例えば、シリンジ）を含んでもよい。任意に
、安定化されたペン型注射器の皮膚接触面および／またはベースの長軸は、皮膚接触面に
対して垂直である注射器の高さよりも短くてもよい。
【００６２】
　いくつかの実施の形態において、針の挿入、および／または針の引き戻し、および／ま
たは針の保護は、自動的に行われてもよい。例えば、針および／または針シールドの移動
（例えば、シールドの挿入、および／または引き戻し、および／または展開、および／ま
たはシールドの撤収）の動力は、アクチュエータ（例えば、ピストンおよび／または磁石
）および／または貯蔵エネルギー源（例えば、ばねおよび／またはバッテリ）によるもの
であってもよい。これに代えて、あるいはこれに加えて、針および／または針シールドの
移動の動力は、手動によるものであってもよい。例えば、注射器および／またはボタンを
注射部位に向かって押すことによるもの、および／または注射器をその部位から離れる方
向に引っ張ることによるものであってもよい。

（詳細な実施の形態）
【００６３】
　本発明の少なくとも一つの実施の形態を説明する前に、以下のことが理解されるべきで
ある。本発明の用途は、以下の記載および／または図面による図示および／または実施例
において示される構造、構成要素の配置、および／または方法の詳細に必ずしも限定され
ない。本発明は、他の実施の形態をとることができ、さまざまな方法で実践・実施可能で
ある。
（針の保護方法の例のフローチャート）
【００６４】
　図１Ａは、本発明の一実施の形態にかかる、針を保護する方法を表すフローチャートで
ある。いくつかの実施の形態において、デバイスが注射部位から離れる方向に移動する際
、針は自動的に保護される。
【００６５】
　任意に、針は、デバイスの皮膚接触面がその部位から取り外される前に保護される。例
えば、針は、デバイスが取り外されている間において、一時的に露出されることから保護
されてもよい。例えば、デバイスは、対象に取り付けられるベースと、本体部とを含んで
もよい。針引き戻し機構は、本体部およびベースに接続された、複数の連結部分（interl
ocked parts）を含んでもよい。本体部を対象から離れる方向に引っ張ることにより、本
体部がベースから離れる方向に延在すること、および／または引き戻し機構の連結部分の
係合を解除することが実現されてもよい。例えば、連結部分の係合を解除することにより
、針のロックを解除すること、および／または針の引き戻しを引き起こすことが実現され
てもよい。
【００６６】
　いくつかの実施の形態において、注射デバイスは、活性状態（１１２）となっていても
よい。活性状態（１１２）においては、デバイスの皮膚接触面が針挿入部位、例えば、対
象の皮膚上に接続されている。活性状態（１１２）において、針は、任意に対象内に送り
出されていてもよい。任意に、ロック機構は、針を送り出し位置において維持する。これ
に代えて、あるいはこれに加えて、デバイスは、針保護機構を含んでもよい。ロック機構
および／または針保護機構は、任意に、本体部と共に移動する少なくとも一つの部分と連
結されたベースと共に移動する部分を少なくとも一つ含む。
【００６７】
　いくつかの実施の形態において、ユーザは、デバイスの本体部を移動させるだろう（１
１４）。それは、例えば、デバイスを注射部位から取り外すためである。任意に、ユーザ
は、直感的な動きによって、デバイスの取り外しを開始してもよい。例えば、本体部を皮
膚から離れる方向に引っ張ることによって、取り外しを行ってもよい。任意に、本体部が
ユーザによって移動させられている間、皮膚接触面は取り付けられたままの状態である（
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１１５）。本体部を移動させること（１１４）により、任意に、ベースと本体部とを相対
的に移動させてもよい。
【００６８】
　いくつかの実施の形態において、ユーザは、本体部を身体の特定の場所から引っ張るよ
うに促される。または、本体部を特定の方向に引っ張るように促される。または、その両
方を促される。例えば、筐体の表面の中には、引っ張ることが難しいもの（例えば、その
とき、凸部および／またはその面から離れた面および／または低摩擦がある）、および／
または引っ張りやすいように構成されたもの（例えば、把持するための刻み目（indentat
ions）、および／または高摩擦コーティング、および／または皮膚接触面に向かう角度を
含む）があってもよい。任意に、ユーザに対してここから引っ張ること、および／または
ここから取り外すこと、等を指示する印（markings）があってもよい。
【００６９】
　いくつかの実施の形態において、注射器の本体部およびベースは、互いに対して自由に
移動してもよい。または、互いに対して移動するように付勢されていてもよい。または、
その両方であってもよい。これに代えて、あるいはこれに加えて、注射器の本体部と皮膚
接触面との間の相対的な移動は、保持（retaining）機構によって阻害されてもよい。例
えば、本体部は、ベースと同じ表面に取り付けられていてもよい。または、本体部とベー
スとが互いに向かって付勢されていてもよい。または、その両方が実現していてもよい。
任意に、注射器のベースと本体部との間の相対的な移動を生じさせる際には、ユーザは、
保持機構を無力化してもよい。例えば、ユーザは、ベースが注射部位に取り付けられたま
まの状態において、本体部を注射部位から取り外してもよい。これに代えて、あるいはこ
れに加えて、ある時（例えば、薬剤送給中）には相対的な移動が阻害されてもよく、別の
時には相対的な移動が容易になっていてもよい。
【００７０】
　例えば、注射が終わった際には、保持機構は自動的に無効化（nullified）されてもよ
い。例えば、保持機構を無効化することにより、相対的な移動が容易になってもよい。こ
れに代えて、あるいはこれに加えて、注射器の本体部は自力でベースに対して移動しても
よい（例えば、注射部位から離れる方向に飛び出してもよい）。任意に、保持機構が無効
化された際、デバイスは注射部位に（例えば、ベースによって）取り付けられたままの状
態であってもよい。
【００７１】
　いくつかの実施の形態において、ベースと本体部との間の相対的な移動（１１６）によ
り、さらに、針保護機構の連結部分間の相対的な移動（１１７）が生じてもよい。保護機
構の部分の相対的な移動（１１７）は、針の先端部の保護を始動させてもよい（１１８）
。例えば、相対的な移動（１１７）により、針のロックが解除されてもよい（例えば、引
き戻し可能とされてもよい）。または、針シールドのロックが解除されてもよい（例えば
、針シールドが針を覆うように延在可能としてもよい）。または、その両方が実現されて
もよい。例えば、相対的な移動（１１７）により、針の移動が引き起こされてもよい（例
えば、針の先（point）の引き戻しが引き起こされてもよい）。または、針シールドの移
動が引き起こされてもよい（例えば、針シールドを延在させることによって針を覆っても
よい）。または、その両方が実現されてもよい。例えば、始動すること（１１８）および
／または保護を始動することは、針を引き戻すこと、および／または針を遮蔽することに
よって含んでもよい。
【００７２】
　いくつかの実施の形態において、デバイスは、針が保護された後に、ユーザから取り外
されてもよい（１２０）。例えば、皮膚接触面が、注射ゾーンから引っ張られてもよい。
または、注射ゾーンから剥離されてもよい。または、その両方が実現されてもよい。

（薬剤送給デバイスを始動する方法の一例のフローチャート）
【００７３】
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　図１Ｂは、薬剤送給デバイスの始動を表すフローチャートである。
【００７４】
　本発明の一実施の形態によれば、任意に、デバイスを始動することは、針を送り出すこ
とを含んでもよい。任意に、ユーザは、単純な直感的工程によってパッチ型注射器を使用
するための準備をする。任意に、複数の工程が、一つの行為によって同時に行われてもよ
い。または、複数の工程が、連続的に行われてもよい。または、複数の工程が、複数の行
為によって行われてもよい。または、これらのうち複数が実現されてもよい。任意に、デ
バイスを準備することにおける一工程が、ユーザに次の工程に向かうための合図をするだ
ろう。それは、準備を論理的に継続することを含んでもよい。デバイスの始動は、直感的
なものであってもよい。または、誤使用があっても、故障しにくい（robust against fai
lure）ものであってもよい。または、各種の状況下（適切な使用時、誤使用時、および／
または故障時）において、ユーザを危険要素（hazards）にさらすことを回避するもので
あってもよい。または、これらのうちの複数が実現されてもよい。
【００７５】
　いくつかの実施の形態において、デバイスは、デバイスのさらなる準備のために、適切
な向きに提示されるように梱包されていてもよい。例えば、開封時に、デバイスが、ユー
ザに対して、さらなる始動工程のために、適切な方法でデバイスを把持することを促すよ
うに提示されてもよい。例えば、開封時に、把持面および／またはデバイスの皮膚接触面
とは反対側の面が、ユーザに提示されてもよい。
【００７６】
　いくつかの実施の形態において、デバイスの開封の早い段階において、ユーザインタフ
ェースが露出する梱包となっていてもよい。例えば、完全に開封される前において、梱包
材の窓部からユーザインタフェースが見えるようになっていてもよい。これに代えて、あ
るいはこれに加えて、梱包材は、開封時にユーザインタフェースがユーザに面するように
設計されていてもよい。
【００７７】
　これに代えて、あるいはこれに加えて、デバイスは、デバイスが開封された際（１０１
）に（例えば、デバイスが梱包材から取り出された際に）、ユーザインタフェースがユー
ザに対して露出するように、梱包材内に載置されていてもよい。任意に、ユーザインタフ
ェースは、よく知られた（familiar）操作特徴部（operational features）を含んでもよ
い。例えば、そのような特徴部は、手動操作可能な特徴部（例えば、プルタブ、プルリン
グ、および／またはボタン）、および／またはディスプレイ（例えば、スクリーン、およ
び／またはライト、および／または窓部）を含んでもよい。特徴部は、ユーザに対して、
特徴部が操作可能な状態となるように、またはディスプレイが見える状態となるように、
またはその両方が実現するように、デバイスを持つことを促す位置にあってもよい（例え
ば、特徴部を覆うことなくユーザがデバイスを把持するように導いてもよい。または、特
徴部がユーザの手足および／または目に面するようにデバイスの向きを定めてもよい。ま
たは、その両方が実現されてもよい）。
【００７８】
　いくつかの実施の形態において、ユーザは使用するためにデバイスを準備してもよい（
１０２）。例えば、使用するためにデバイスを準備することは、滅菌針キャップを取り外
すこと、および／または保護ライナを皮膚接触面から取り外すことを含んでもよい。任意
に、デバイスの複数の構成要素は、相互に接続されていてもよい。または、一緒に準備さ
れてもよい。または、その両方でもよい。例えば、保護針キャップと接着ライナとは、一
つのハンドルに接続されていてもよい。ハンドルは、例えば、プルリングである。プルリ
ングを引っ張ることにより、任意に、キャップとライナとが一緒に取り外される。
【００７９】
　これに代えて、あるいはこれに加えて、一つの部分を準備すること（１０２）によって
、別の部分を準備すること（１０２）を可能とするプロセスを開始してもよい。または、
別の部分を準備すること（１０２）を生じさせるプロセスを開始してもよい。または、そ
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の両方を開始してもよい。
【００８０】
　いくつかの実施の形態において、薬剤送給デバイスは、対象に取り付けられてもよい。
例えば、デバイスは、対象の皮膚に取り付けられる（１０３）皮膚接触面を含んでもよい
。任意に、取り付け（１０３）は、接着剤によって実現される。任意に、デバイスおよび
／またはその梱包材は、ユーザに対して適切にデバイスを取り付けることを促すように設
計されていてもよい。例えば、皮膚接触面は、デバイスの、皮膚に接触しない別の面より
も大きくてもよい。または、デバイスの、皮膚に接触しない別の面よりも平坦であっても
よい。または、その両方であってもよい。いくつかの実施の形態において、接着剤がデバ
イスの接触面上に存在することは、この面を皮膚に取り付けるべきであるとユーザが直感
的に知るための手がかりとして機能するだろう。任意に、対象に取り付けられるべきでは
ないデバイスの表面は、直感的に露出させるべきであるとわかる特徴部を含んでもよい。
例えば、デバイスの操作特徴部（例えば、ディスプレイおよび／または制御インターフェ
イス）を含んでもよい。
【００８１】
　いくつかの実施の形態において、薬剤送給デバイスは、特定の工程が行われる前に薬剤
が送給されることを防ぐための安全特徴部（safety feature）を含んでもよい。例えば、
いくつかの実施の形態において、皮膚接触面は、皮膚センサとして機能してもよい。デバ
イスは、皮膚接触面の対象に対する接触および／または取り付けが実現しない限り、針の
送り出しおよび／または薬剤の排出を阻害するように設計されていてもよい。例えば、薬
剤送給デバイスの活性化ボタンは、デバイスが注射部位に載置されたことを皮膚センサが
認識するまで、ロックされてもよい。例えば、皮膚センサは、皮膚接触面を含んでもよい
。任意に、デバイスが使用のために準備された際には、活性化ボタンはロックされていて
もよい。任意に、皮膚接触面をデバイス内に畳むこと（１０４）（例えば、接触面を注射
部位上に載置し、デバイスの本体部を皮膚に向かって押すこと）により、ボタンのロック
を解除してもよい（１０６）。
【００８２】
　いくつかの実施の形態において、薬剤送給デバイスは、対象の皮膚に針を挿入してもよ
い。または、対象に対して薬剤を排出してもよい。または、その両方を実現してもよい。
例えば、活性化ボタンのロックが解除されると、ボタンを押すことにより、針の挿入（１
１０）および／または薬剤の送給（１１１）が実現されてもよい。いくつかの実施の形態
において、針の挿入は自動的である。例えば、活性化ボタンを押すことにより、ねじに基
づく針の挿入が引き起こされてもよい（１０８）。これに代えて、あるいはこれに加えて
、ユーザが活性化ボタンを押す力により、手動で針が注射部位内に送り出されてもよい。
これに代えて、あるいはこれに加えて、センサが注射部位との接触を検知すると、針が挿
入されてもよい。例えば、ユーザがデバイスを注射部位上に押すと、注射器のベースが内
向きに畳まれ、針が露出してもよい。これに代えて、あるいはこれに加えて、センサは、
注射部位との接触を検知すると、針送り出し機構の作動を引き起こしてもよい。
（注射器の状態図）
【００８３】
　図２Ａは、本発明の一実施の形態にかかる注射器の取り外しを表す状態図である。いく
つかの実施の形態において、注射器は、順序づけられた取り外し工程のセットを有しても
よい。任意に、その工程のいくつかまたは全ては、不可逆である。例えば、活性状態（２
１２）において、デバイスの取り付け面は、注射部位に取り付けられていてもよい。また
は、デバイスの本体部と係合していてもよい。または、その両方が実現されていてもよい
。デバイスの取り付け面とデバイスの本体部との係合を解除することにより、任意に、デ
バイスは係合解除状態（２１６）に切り替えられてもよい。デバイスを係合解除状態（２
１６）に切り替えることにより、任意に、デバイスは保護状態（２１８）に切り替えられ
てもよい。デバイスは、保護状態への切り替え後、任意に注射部位から取り外される（２
２０）。
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【００８４】
　いくつかの実施の形態において、注射デバイスは、活性状態（２１２）を有してもよい
。例えば、活性状態（２１２）は、（例えば、デバイスがユーザに対して薬剤送給を行っ
ている間において）作用状態（working state）を含んでもよい。または、（例えば、薬
液送給中、および複数の薬液送給の合間、および／または送給完了後に、デバイスが待機
している間において）待機状態（waiting state）を含んでもよい。または、その両方を
含んでもよい。
【００８５】
　任意に、活性状態（２１２）において、デバイスの取り付け面は、注射部位に取り付け
られている。または、注射部位においてデバイスを支持している。または、その両方が実
現されている。任意に、活性状態（２１２）において、送給チャネルは、注射部位におい
てユーザ内に突出している。送給チャネルは、例えば、針および／またはカニューレであ
る。例えば、送給チャネルは、皮膚接触面の開口部を通ってユーザ内に突出してもよい。
【００８６】
　いくつかの実施の形態において、活性状態（２１２）において、デバイスのベースは、
デバイスの本体部と係合していてもよい（例えば、デバイスの本体部は、デバイスの筐体
および／または針駆動部を含んでもよい）。例えば、ベースは、針駆動部と連結されるこ
とにより、針を送り出し位置においてロックしてもよい。例えば、ベースに取り付けられ
た部分、および／またはベースと共に移動する部分は、デバイスの本体部に取り付けられ
た部分、および／またはデバイスの本体部と共に移動する部分に対して連結されていても
よい。これに代えて、あるいはこれに加えて、作用状態（２１２）において、ベースは、
本体部と係合した状態において保持されてもよい。例えば、本体部とベースとの係合によ
って、針の先端部が露出されてもよい（例えば、ベースがデバイスの本体部に対して畳ま
れることにより、針がベースの開口部を通って突出するように針が露出されてもよい。）
任意に、ベースおよび本体部は、外部の物体（external object）（例えば、表面、例え
ば、注射部位周辺領域）との相互接続によって係合状態において保持されてもよい。これ
に代えて、あるいはこれに加えて、ベースおよび本体部は、ロック機構によって共に保持
されてもよい。
【００８７】
　いくつかの実施の形態において、送給デバイスをユーザから取り外す前に、デバイスは
、係合解除状態（２１６）に切り替えられてもよい。例えば、デバイスを係合解除状態に
切り替えることは、ベースと注射器の本体部との係合を解除することを含んでもよい。
【００８８】
　任意に、ベースが注射部位に取り付けられたままの状態において、本体部とベースとの
係合が解除されてもよい。
【００８９】
　いくつかの実施の形態において、ユーザの行動によって、デバイスが活性状態から係合
解除状態に切り替えられてもよい。例えば、ユーザは、デバイスの本体部をデバイスのベ
ースから離れる方向に引っ張ることにより、ベースと本体部との係合を解除してもよい。
任意に、ユーザは、保持機構を無力化することにより、ベースとデバイスの本体部との係
合を解除してもよい。これに代えて、あるいはこれに加えて、いくつかの特定の条件下に
おいて、ベースとデバイスの本体部との係合は、自動的に解除されてもよい。例えば、薬
剤送給完了時に、デバイスの本体部とベースとの係合は、自動的に解除されてもよい。
【００９０】
　いくつかの実施の形態において、係合の解除は部分的である。例えば、ベースと本体部
との係合の解除は、ベースが本体部を支持したままの状態、および／またはベースによっ
て本体部を注射部位に接続したままの状態において、本体部をベースから離すことによっ
て実現してもよい。
【００９１】
　いくつかの実施の形態において、デバイスのベースとデバイスの本体部との係合を解除
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することにより、送給チャネルの保護が引き起こされてもよい。または、容易になっても
よい。または、その両方が実現されてもよい。例えば、活性状態において、針は、送り出
し位置において、針の先によってロックされてもよい。ロック機構は、デバイスの本体部
および／またはベースに接続された複数の係合部分を含んでもよい。ベースと本体部との
係合を解除することにより、任意に、係合部分が再配置される。または、針のロックが解
除される。または、その両方が実現される。これにより、針の引き戻しが可能となる。ま
たは、針の引き戻しが容易になる。または、その両方が実現される。
【００９２】
　いくつかの実施の形態において、ベースとデバイスの本体部との係合を解除することに
より、デバイスが保護状態（２１８）に切り替えられる。例えば、ベースとデバイスの本
体部との間の移動によって、針の先端部がデバイスのベースの開口部を通って保護位置に
引き戻されてもよい。これに代えて、あるいはこれに加えて、ベースとデバイスの本体部
との間の相対的な移動により、ベースが、針を遮蔽する位置に延在してもよい。保護状態
（２１８）において、ベースは、任意に、注射部位に取り付けられたままの状態である。
これに代えて、あるいはこれに加えて、保護状態（２１８）において、ベースは注射部位
上において本体部を支持してもよい。
【００９３】
　いくつかの実施の形態において、保護状態（２１８）において、デバイスは注射部位か
ら取り外されてもよい（２２０）。任意に、保護状態（２１８）において、針が引き戻さ
れ、それにより、デバイスを注射部位から分離することがより容易になってもよい。例え
ば、針をユーザの皮膚内において移動させることなしに、ベースを注射部位から剥離して
もよい。または、ユーザを尖った針刺しの危険（sharp stick hazard）に晒すことなく、
ベースを注射部位から剥離してもよい。または、その両方が実現されてもよい。
【００９４】
　図２Ｂは、本発明の一実施の形態にかかる注射器の取り付けの状態を表す状態図である
。任意に、デバイスは、梱包状態（２０１）でユーザに届けられる。任意に、ユーザは、
デバイスの梱包を開封する。または、注射部位に取り付けるためにデバイスを準備する。
または、その両方を行う。例えば、皮膚センサが展開（deploy）されることにより、デバ
イスは皮膚検出状態（２０２）となってもよい。デバイスは、注射に取り付けられてもよ
い。または、注射部位に向かって押されてもよい。または、その両方が実現されてもよい
。デバイスの本体部を注射部位に向かって押すことにより（例えば、デバイスのベースを
デバイスの本体部に向かって畳むことにより）、皮膚センサが刺激（stimulate）されて
もよい。皮膚センサを刺激することにより、任意に、デバイスがプライムド状態（primed
 state）（２０４）に切り替えられる。任意に、ユーザの行動により、デバイスがプライ
ムド状態から活性状態（２１２）へと活性化されてもよい。例えば、皮膚センサを刺激す
ることにより、活性化ボタンが有効になってもよい。または、活性化ボタンを押すことに
より、デバイスが活性状態（２１２）へと活性化されてもよい。または、その両方が実現
されてもよい。
（パッチ型注射器）
【００９５】
　図３は、本発明の一実施の形態にかかる挿入および／または引き戻し機構を表すブロッ
ク図である。いくつかの実施の形態において、ベースは、注射部位に取り付けられる。任
意に、ベースは、注射器の本体部および／または針駆動部を支持する。例えば、本体部は
、移動可能にベースに接続されてもよい。駆動部は、任意に、トリガ部および／またはロ
ック／トリガ機構によって制御される。任意に、トリガ部および／またはロック機構は、
本体部に対するベースの位置によって作動する。例えば、機械的トリガ部は、本体部とベ
ースとの間に機械的に連結されていてもよい。
【００９６】
　いくつかの実施の形態において、ベース３０２は、注射部位３２０に取り付けられるよ
うに構成された接触面を含んでもよい。例えば、接触面は、注射部位３２０における皮膚
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に接着されるように構成された接着剤を含んでもよい。任意に、ベース上の接着剤は、デ
バイス全体の重量を支持するのに十分な強度を有する。例えば、重量によってデバイスが
注射部位から離れる方向に引っ張られるとき、接着剤は、デバイスが脱落することを防い
でもよい。または、重量の方向が注射面に対して平行であるとき、接着剤は、デバイスの
垂直方向への移動（sheering movement）を防いでもよい。例えば、ベース上の接着剤の
表面積は、１ｃｍ2から５ｃｍ2の間、および／または５ｃｍ2から１５ｃｍ2の間、および
／または１５ｃｍ2から８０ｃｍ2の間、またはそれより大きい範囲であってもよい。任意
に、ベース上の接着剤は、可撓性を有する裾部（skirt）を有するだろう。例えば、裾部
の長さは、１ｍｍから５ｍｍの間、または５ｍｍから２０ｍｍの間、またはそれより大き
い範囲であってもよい。
【００９７】
　いくつかの実施の形態において、デバイスの本体部３０４は、ベースに接続されていて
もよい。例えば、デバイスの本体部は、筐体、および／またはシャーシ、および／または
エネルギー源、および／または薬剤容器、および／またはアクチュエータ、および／また
はポンプを含んでもよい。ポンプは、送給チャネルを通って対象内に薬剤を排出するため
のもの、および／または注射部位を通って対象内に薬剤を排出するためのものである。
【００９８】
　任意に、本体部３０４およびベース３０２は、相対的な移動のために接続されている。
例えば、ベース３０２が注射部位３２０に取り付けられたままの状態において、本体部３
０４は注射部位に対して移動してもよい。任意に、本体部３０４とベース３０２とは、ヒ
ンジ部および／または摺動ジョイントを介して接続されていてもよい。
【００９９】
　いくつかの実施の形態において、針駆動部３１８は、例えば針３１０を含む送給チャネ
ルの挿入および／または引き戻しを駆動してもよい。例えば、針駆動部３１８は、ベース
３０２の接触面に対する針３１０の移動を駆動する弾性要素（elastic element）を含ん
でもよい。例えば、駆動部３１８は、ベース３０２の開口部を通って針３１０の尖った先
端部を注射部位内に送り出すことを駆動してもよい。または、駆動部３１８は、注射部位
の後ろから、ベース３０２の開口部を通って、針３１０の先端部を引き戻してもよい。ま
たは、その両方が実現されてもよい。任意に、駆動部３１８は、ベース３０２に搭載され
ている。これに代えて、あるいはこれに加えて、駆動部３１８は、本体部３０４に搭載さ
れていてもよい。
【０１００】
　いくつかの実施の形態において、針駆動部３１０は、ロック／トリガ機構３０８によっ
て制御される。例えば、機構３０８は、針３１０の引き戻しおよび／または送り出しを引
き起こす。任意に、機構３０８は、本体部３０４とベース３０２との相対的な位置の変化
に応じて、引き戻しおよび／または送り出しを引き起こしてもよい。例えば、針３１０が
送り出されると、機構３０８は、本体部３０４がベース３０２から離れる方向に移動する
ことに応じて、針３１０を引き戻してもよい。例えば、針３１０が送り出し位置において
ロックされているとき、機構３０８は、本体部３０４がベース３０２から離れる方向に移
動することに応じて、針３１０のロックを解除してもよい。いくつかの実施の形態におい
て、機械的関連付け（mechanical linkage）により、機構３０８、ベース３０２、および
／または本体部３０４を相互接続してもよい（３０６）。例えば、構成要素の相対的な移
動により、物理的なロック／ロック解除が実現されてもよい。または、挿入／引き戻しが
引き起こされてもよい。または、その両方が実現されてもよい。これに代えて、あるいは
これに加えて、機構３０８は、電子センサ、電気的スイッチ、および／または論理プロセ
ッサ、および／またはベース３０２と本体部３０４との相対的な移動を検知可能な光セン
サを含んでもよい。
【０１０１】
　いくつかの実施の形態において、システムは、針３１０の引き戻しおよび／または送り
出しに向かって付勢されていてもよい。例えば、ベース３０２は、本体部３０４に向かっ
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て付勢されていてもよい。または、本体部から離れる方向に付勢されていてもよい。また
は、その両方が実現されていてもよい。任意に、保持機構は、固定された構成において、
本体部３０４および／またはベース３０２を保持してもよい。任意に、ユーザの行動は、
付勢および／または引き戻し機構を無力化することにより、針３１０の送り出し、および
／または引き戻し、および／またはロック、および／またはロック解除を実現させるだろ
う。
【０１０２】
　例えば、いくつかの実施の形態において、ベース３０２は、本体部３０４から離れる方
向に付勢されていてもよい。任意に、活性状態において、ベース３０２および本体部３０
４の両方は、注射部位に取り付けられる。ユーザが本体部３０４を注射部位から離れる方
向に引っ張ると、ベース３０２は、その部位にとどまる。または、ベース３０２から離れ
る。または、その両方が実現される。任意に、ベース３０２が本体部３０４から離れるこ
とにより、針の引き戻しが引き起こされる。
【０１０３】
　いくつかの実施の形態において、排出機構（discharge mechanism）、および／または
ユーザインタフェース、および／または論理コントローラは、ベース３０２と本体部３０
４との相対的な位置に対して感受性を有する（sensitive）。例えば、ベース３０２が本
体部３０４から離れると、排出用の活性化ボタンはブロックされてもよい。これに代えて
、あるいはこれに加えて、ベース３０２が、本体部３０４に対して、デバイス操作の特定
の順序に反した方法で移動するとき、論理部は、エラー状態を記録および／または通信し
てもよい。任意に、エラーの結果として、デバイスの特定のシステムのロック、および／
または停止、および／または無効化（disabling）が生じてもよい。例えば、薬剤排出中
にベース３０２を本体部３０４から早まって離してしまうと、エラー状態および／または
薬剤送給の停止が生じてもよい。例えば、ベースの本体部に対する移動は、０．１ｍｍか
ら１．０ｍｍの間、および／または１ｍｍから２ｍｍの間、および／または２ｍｍから４
ｍｍの間、および／または４ｍｍから１０ｍｍの間、および／または１０ｍｍから３０ｍ
ｍの間であってもよい。例えば、移動した距離は、相対的な移動が最大となったところに
おいて測定されてもよい。
【０１０４】
　図４Ａ～４Ｄは、本発明の一実施の形態にかかる注射器の四つの状態を表す側面図であ
る。例えば、図４Ａは、任意の皮膚検出状態における注射器を表す。例えば、図４Ｂは、
任意のロック解除および／またはプライムド状態におけるデバイスを表す。例えば、図４
Ｃは、任意の活性状態におけるデバイスを表す。例えば、図４Ｄは、任意のロック解除取
り外し状態におけるデバイスを表す。任意に、針を引き戻すことにより、デバイスがロッ
ク解除取り外し状態から保護状態に戻されてもよい。保護状態においては、例えば、針は
図４Ａに示す位置にある。
【０１０５】
　いくつかの実施の形態において、注射器は、ロック状態において供給されてもよい。例
えば、ユーザは、開封することによってデバイスを準備し、デバイスを開けてもよい（例
えば、デバイスのベースを解放することにより延在状態としてもよい）。例えば、デバイ
スを準備することは、保護キャップを取り外すこと、および／または保護カバー（protec
tive covering）を取り外すことを含んでもよい。例えば、接着剤プロテクタは、注射器
のベース上、および／または注射器の本体部上の皮膚接触面から取り外されてもよい。任
意に、デバイスの開封、および／またはデバイスの準備を行う間、デバイスは、電源およ
び／またはコンピューティング・デバイス（例えば、ユーザのパーソナル・コンピューテ
ィング・デバイス）に接続されていてもよい。例えば、実演による一組の指示を表示して
もよい。任意に、デバイスを準備することにより、デバイスは皮膚検出状態となる。例え
ば、針キャップおよび／または接着剤プロテクタを取り外すことにより、ベースおよび／
または皮膚センサが延在してもよい。例えば、針キャップおよび／または接着剤プロテク
タを取り外すことにより、ベースおよび／または皮膚センサのロックが解除されてもよい
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。これにより、例えば、ベースおよび／または皮膚センサが注射部位に取り付けられた際
に、ベースおよび／または皮膚センサがデバイスの本体部に向かって畳まれることを可能
にしてもよい。
【０１０６】
　図４Ａは、本発明の一実施の形態にかかる、任意の皮膚検出状態における注射器を表す
。例えば、皮膚検出状態において、針の先端部は、本体部内においてロックおよび／また
は保護されていてもよい。例えば、針の先端部４２８は、本体部のシャーシ４０４によっ
て三辺を囲まれていてもよい。任意に、皮膚検出状態においては、注射器が注射部位と相
互作用を起こすまで、または注射部位に接続されるまで、またはその両方が実現するまで
、針は保護状態においてロックされている。例えば、注射器のベースが注射部位に取り付
けられるまで、または注射器の本体部がベースに向かって押されるまで、またはその両方
が実現されるまで、針はロックされた位置のままの状態であってもよい。
【０１０７】
　いくつかの実施の形態において、皮膚検出状態において、デバイスのベース４０２は、
デバイスの本体部から離れる方向に延在してもよい。例えば、ベース４０２の後方部分は
、シャーシ４０４から離れる方向に回動する。任意に、ベース４０４は、その下面に皮膚
接触面４０７を含む。皮膚接触面４０７に対する法線ベクトル４０９は、任意に、デバイ
スの本体部から離れる方向を指している。例えば、面４０７から法線４０９方向への移動
は、本体部の重心から離れる方向に移動することであってもよい。
【０１０８】
　これに代えて、あるいはこれに加えて、面４０７から法線４０９方向への移動は、本体
部における最も近い点から離れる方向に移動することであってもよい。
【０１０９】
　いくつかの実施の形態において、注射器のベース４０２は、デバイスが皮膚検出状態で
ある間に、対象の皮膚（例えば、注射ゾーン）に取り付けられてもよい。
【０１１０】
　任意に、取り付け後、シャーシ４０４をベースおよび／または皮膚に向かって移動させ
ることにより、デバイスの活性化が容易になる。例えば、デバイスの活性化を容易にする
ことは、針の挿入を引き起こすことを含んでもよい。これに代えて、あるいはこれに加え
て、デバイスの活性化を容易にすることは、活性化スイッチおよび／または針挿入トリガ
部のロックを解除することを含んでもよい。これに代えて、および／またはこれに加えて
、ベース４０２を取り付けることと、シャーシ４０４を注射部位に向かって移動させるこ
ととは、連続した工程であってもよい。例えば、ユーザが準備されたデバイスを皮膚上で
押すと、まず、デバイスのベース４０２の接触面が皮膚に接触する、またはそれからシャ
ーシ４０４がベースおよび／または皮膚に向かって押される。または、その両方が実現さ
れる。
【０１１１】
　いくつかの実施の形態において、皮膚検出状態において、活性化する前に、注射器の皮
膚接触面は、注射器の本体部から離れる方向（例えば、外向きに）付勢されていてもよい
。例えば、ベース４０２は、シャーシ４０４から離れる方向に付勢されている。ベース４
０４は、任意に、外向きの付勢力を無力化することにより、シャーシ４０４に向かって畳
まれる。
【０１１２】
　任意に、ベース４０２を畳まれた状態において保持するために保持力が供給される。例
えば、シャーシ４０４は、ベース４０２を畳まれた状態において保持する接触面４１３お
よび／または接着剤を含んでもよい。任意に、ベース４０２が注射部位に取り付けられた
後、および／またはベース４０２がシャーシ４０４内に畳まれた後、面４１３は、皮膚と
接触する。または、皮膚に取り付けられる。または、その両方が実現される。面４１３が
皮膚に取り付けられることにより、任意に、畳まれたベース４０２がシャーシ４０４と共
に保持される。これに代えて、あるいはこれに加えて、ベース４０２は、シャーシ４０４



(21) JP 6542481 B2 2019.7.10

10

20

30

40

50

に向かって付勢されていてもよい。これに代えて、あるいはこれに加えて、付勢および／
または保持力は、注射器の状態に基づいて変化してもよい。例えば、薬剤送給が完了した
ときにその保持力が変化してもよい。
【０１１３】
　いくつかの実施の形態において、注射器の取り付け機構は、針駆動部および／または針
送り出し機構と連結されていてもよい。例えば、針４１０は、カートリッジの延在部４２
４に強固に搭載されている。カートリッジ４２２は、任意に、プレート４１１に強固に搭
載されている。プレート４１１は、シャーシ４０４に接続されている。または、シャーシ
４０４に対して移動する。または、その両方である。例えば、プレート４１１は、回動点
４４８を中心として回転するように構成されている。例えば、回動点４４８は、シャーシ
４０４との関係において、固定されていてもよい。または、搭載プレート４１１は、シャ
ーシ４０４上の場所を中心として回転してもよい。または、その両方が実現されてもよい
。プレート４１１が回動点４４８を中心として移動することにより、任意に、針４１０が
保護位置（例えば、図４Ａに示すように、本体部の内部）から送り出し位置（例えば、点
４２８が本体部および／または面４０７から外向きに突出している状態）に長手方向に（
例えば、弧を描く軌跡上を）移動してもよい。任意に、ベース４０２および／または取り
付け面４０７が本体部から離れる方向に延在すると、プレート４１１は引き戻し位置にお
いてロックされてもよい。または、針の先４２８が保護位置においてロックされてもよい
。または、その両方が実現されてもよい。
【０１１４】
　いくつかの実施の形態において、皮膚検出状態においては、注射器の針４１０は、ベー
ス４０２の接触面４０７に対して実質的に垂直となっている（例えば、針は、法線４０９
に対する平行線から、０から２度の間の範囲、および／または２から５度の間の範囲、お
よび／または５から１０度の間の範囲、および／または１０から２０度の間の範囲、およ
び／または２０から４５度の間の範囲にあってもよい）。例えば、面４０７に対する針４
１０の向きは、デバイスの準備を容易にするものであってもよい。デバイスの準備は、例
えば、針キャップおよび／または接着剤プロテクタの取り外しを含む。
【０１１５】
　いくつかの実施の形態は、プランジャ駆動部を含んでもよい。例えば、プランジャ駆動
部は、伸縮式ねじアセンブリ（telescoping screw assembly）４２６、および／またはモ
ータ、および／またはバッテリ、および／またはトランスミッションを含んでもよい。こ
れに代えて、あるいはこれに加えて、プランジャ駆動部は、拡張式ガスアクチュエータ（
expanding gas actuator）、および／または拡張式リニアアクチュエータ（expanding li
near actuator）、および／またはピストンを含んでもよい。
【０１１６】
　図４Ｂは、本発明の一実施の形態にかかる、任意のロック解除状態および／または任意
のプライムド状態におけるデバイスを表す。例えば、注射器のベースを対象の皮膚の注射
ゾーンに取り付けた後、ベースは、注射器の筐体および／またはシャーシに向かって畳ま
れてもよい。例えば、ユーザは、本体部をベースおよび／または対象の皮膚に向かって押
すことにより、注射器のベースを本体部に向かって畳んでもよい。
【０１１７】
　任意に、ベース４０２は、針４１０を引き戻し位置において維持するロック部と相互接
続されている。例えば、ベース４０２を本体部に向かって畳むことにより、針４１０およ
び／または針駆動部のロックが解除されてもよい。例えば、プレート４１１が回動点４４
８を中心として回転することにより、針４１０が送り出されてもよい。例えば、ベース４
０２を畳むことにより、注射器の活性化スイッチのロックが解除されてもよい。注射器を
活性化することにより、任意に、針駆動部が針の先４２８を送り出し位置および／または
対象の皮膚内へと駆動することが引き起こされてもよい。
【０１１８】
　図４Ｃは、任意の活性状態における注射器を表す。活性状態において、尖った針の先端
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部は、任意に、本体部から外に送り出される。または、注射器のベースを通って外に送り
出される。または、その両方が実現される。例えば、針の先端部は、皮膚接触面４０７を
通りすぎて、対象の皮膚内に突出してもよい。活性状態において、薬物（medicinal subs
tance）は任意に針４１０を通って対象内に注射される。薬物は、例えば薬剤である。
【０１１９】
　いくつかの実施の形態において、針の先端部４２８は、針駆動部が回転することによっ
て、対象内に挿入される。例えば、針駆動は、プレート４１１がジョイント４４８を中心
として回転するようにプレート４１１を駆動する。
【０１２０】
　任意に、活性状態において、カートリッジ４２２のバレル部の長手方向の軸は、皮膚接
触面４０７および／またはベース４０２に対して実質的に平行である。例えば、ヒンジ部
４４８とヒンジ部４４９とは、注射器の両側に設けられている。または、同じ方向に回転
する。または、その両方が実現されている。これに代えて、あるいはこれに加えて、二つ
のヒンジ部は、デバイスの同じ側に設けられると共に、反対方向に回転してもよい。一つ
のヒンジ部の回転によりもう一方のヒンジ部の移動が補償されてもよい。これにより、活
性段階における注射器のカートリッジとベースとの関係が、皮膚検出状態（例えば、デバ
イスをユーザの皮膚上に載置する前）におけるカートリッジとベースとの関係と同様にな
るようになっている。
【０１２１】
　例えば、皮膚検出状態および／または活性状態において、ベース４０２は、カートリッ
ジ４２２の長手方向の軸に対して平行であってもよい。例えば、皮膚検出状態および／ま
たは活性状態において、ベース４０２は、針４１０の長手方向の軸に対して垂直であって
もよい。いくつかの実施の形態において、活性状態において、注射器の針４１０は、ベー
ス４０２の接触面４０７に対して実質的に垂直である（例えば、針は、法線４０９に対す
る平行線から、０から２度の間の範囲、および／または２から５度の間の範囲、および／
または５から１０度の間の範囲、および／または１０から２０度の間の範囲、および／ま
たは２０から４５度の間の範囲にある）。例えば、活性状態における面４０７に対する針
４１０の向きは、皮膚検出状態における面４０７に対する針４１０の向きと同じまたは同
様であってもよい。例えば、活性状態における面４０７に対する４１０の角度と、皮膚検
出状態におけるそれとの差は、０から３度の間の範囲、および／または３から１０度の間
の範囲、および／または１０から３０度の間の範囲であってもよい。
【０１２２】
　いくつかの実施の形態において、ベース４０２は、ユーザが本体部を皮膚から離れる方
向に引っ張るまで、畳まれたままの状態であってもよい。任意に、ベースが畳まれる際、
追加の皮膚接触面が、ユーザの皮膚と接触してもよい。例えば、追加の接触面４１３は、
注射器の本体部上に設けられてもよい。例えば、面４１３は、接着剤を有してもよい。任
意に、面４１３を対象の皮膚に接着することにより、本体部が皮膚から離れる方向に移動
することが阻止されてもよい。または、ベース４０２が畳まれた状態において維持されて
もよい。または、その両方が実現されてもよい。これに代えて、あるいはこれに加えて、
デバイスがプライムド状態および／または活性状態にある間に、畳まれたベース４０２を
保持するロック機構があってもよい。
【０１２３】
　これに代えて、あるいはこれに加えて、本体部に対するベース４０２の付勢のしかたは
、本体部に対するベース４０２の位置に依存してもよい。または、注射器の状態に依存し
てもよい。または、その両方に依存してもよい。
【０１２４】
　いくつかの実施の形態において、閾値の力がデバイスの本体部に加えられるまで、また
はデバイスの本体部の一部（例えば、接触面４１３）がベース４０２との関係で移動する
まで、またはその両方が実現するまでは、ロック部は解放されないようになっていてもよ
い。例えば、接触面４１３は、外向き、内向き、および／または後ろ向きに付勢されてい
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てもよい。または、ロック部と相互接続されていてもよい。または、その両方が実現され
ていてもよい。これにより、面４１３がベース４０２および／または注射ゾーンとの関係
で移動する際にベース４０２が解放されるようになっている。任意に、ロック部は、薬剤
排出終了時、および／または注射器の故障時に、解放されてもよい。それにより、針の解
放を引き起こしやすくなる。任意に、ロック部を解放するためには、特定の方向に、特定
の力で、および／または最小限の時間、本体部を皮膚から離れる方向に引っ張ることが必
要であってもよい。例えば、力、および／または方向、および／または時間の特定の組み
合わせに対してのみ、ベース４０２のロックを解除することにより、意図せずベース４０
２が解放されることが回避されてもよい（例えば、対象の動きによって生じる運動量に対
して行う。
【０１２５】
　図４Ｄは、任意のロック解除取り外し状態におけるデバイスを表す。例えば、注射器の
本体部をベース４０２および／または対象の注射ゾーンから離れる方向に引っ張ることに
より、皮膚の表面４０７および／またはベース４０２が、注射器の本体部から離れる方向
に延在してもよい。任意に、デバイスの本体部が皮膚接触面４０７から離れる方向に離さ
れると、針駆動部によって針４１０を保護場所に引き戻すことが引き起こされてもよい。
任意に、引き戻しを引き起こすことは、針駆動部の針解放機構のロックを解除すること、
および／または針駆動部の針解放機構を始動させることを含んでもよい。例えば、針を引
き戻すことにより、デバイスが図４Ａの構成に戻されてもよい。任意に、針４１０が引き
戻されると、それはロックされてもよい。針４１０を、引き戻された構成においてロック
することにより、デバイスが保護状態になってもよい。
【０１２６】
　任意に、針の引き戻し後、針４１０が再び露出することが阻害されてもよい。例えば、
図４Ａ、４Ｂ、および／または４Ｃについて上述した針露出工程は、針４１０が引き戻さ
れると、ブロックされてもよい。
【０１２７】
　任意に、ベース４０２は、本体部から離れる方向に付勢されている。付勢することによ
り、任意に、ベース４０２が本体部から離れる方向に延在することを妨げる力がないとき
はいつでも、ベース４０２が本体部から離れる方向に延在する。例えば、本体部がベース
４０２から離れる方向に引っ張られているかどうかに関わらず面４１３が皮膚から離間し
ているとき、または、他の要因（例えば、接着剤を皮膚から剥離すること）によって離間
が実現しているとき、ベース４０２は本体部から離れる方向に延在してもよい。これに代
えて、あるいはこれに加えて、ベース４０２は本体部に向かって付勢されていてもよい。
例えば、ベース４０２の延在は、本体部が注射部位から離れる方向に引っ張られる際に、
接触面４０７を注射部位に向かって引っ張る接着力によって実現されてもよい。
【０１２８】
　図５Ａおよび５Ｂは、本発明の一実施の形態にかかる注射器を表す斜視図である。いく
つかの実施の形態において、注射器は、延在可能なベースを含む。延在可能なベースは、
針駆動部と相互接続されていてもよい。これにより、ベースを畳むこと、および／または
ベースを延在させることによって、針の挿入および／または引き戻しが、容易になるよう
になっている。または、引き起こされるようになっている。または、その両方が実現され
るようになっている。
【０１２９】
　任意に、ベースは皮膚接触面を含む。例えば、皮膚接触面は、接着剤を含む。例えば、
接着剤は、接触面を対象の皮膚に接着するように構成されていてもよい。対象の皮膚は、
例えば、針挿入部位の付近および／または周囲である。注射器は、任意に、デバイスの載
置および／または取り外しを直感的に行うことを促すように構成されている。または、針
の挿入および／または引き戻しを直感的に引き起こすことを促すように構成されている。
または、その両方が実現されるように構成されている。
【０１３０】
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　図５Ａは、本発明の一実施の形態にかかる、接着剤および針カバーを備えた注射器を表
す。いくつかの実施の形態において、注射器は、本体部と、本体部に移動可能に搭載され
たベース５０２とを含む。例えば、本体部は、筐体５３０と、シャーシ５０４とを含んで
もよい。ベース５０２は、任意に、移動可能にシャーシ５０４に取り付けられている。例
えば、ベース５０２は、シャーシ５０４に接続された回動点４４９を中心として回転する
ように移動する。
【０１３１】
　いくつかの実施の形態において、注射器のいくつかの特徴部は、注射器を皮膚の上に載
置することを直感的に理解するように促す。例えば、注射器の、一以上の皮膚接触面５０
７，５０５は、接着剤５４０を含んでもよい。接着剤５４０は、接着剤保護ライナ５３４
によって覆われていてもよい。使用するために注射器を準備することは、任意に、接着剤
５４０から一以上の接着剤ライナ５３４を剥離することを含む。接着剤ライナ５３４を接
着剤５４０から剥離することは、ユーザに、面５０７および５０５を皮膚に載置および／
または貼り付けすることの必要性を気づかせる手がかりとなる。任意に、皮膚検出状態に
おいて、接触面５０５および５０７は、連続的な面を形成していなくてもよい。例えば、
間隙があってもよい。例えば、間隙は、０．１と０．３ｃｍとの間の範囲、および／また
は０．３と０．６ｃｍとの間の範囲、および／または０．６から１．２ｃｍの間の範囲、
および／または１．２から２．４ｃｍの間の範囲、および／または２．４ｃｍよりも大き
い範囲であってもよい。
【０１３２】
　ユーザが、突出している接触面５０７を皮膚に対して載置し、それから本体部に対して
押すことによって間隙５１５をなくすと共に接触面５０５を皮膚に接触させるべきである
と直感的に理解するようにしてもよい。いくつかの実施の形態において、一つの接着剤ラ
イナ５３４が複数の接着領域（例えば接触面５０７および／または５０５）を覆ってもよ
い。これに代えて、あるいはこれに加えて、別々の複数の接着領域が、別々の複数の接着
剤ライナによって覆われていてもよい。いくつかの実施の形態において、一つのハンドル
５３２を用いて、注射器の複数の側面を準備してもよい（例えば、接触面５０５および／
または５０７から接着剤ライナを取り外すこと、および／または針カバーを取り外すこと
を行ってもよい）。これに代えて、あるいはこれに加えて、別々の複数のハンドルを用い
て、注射器の別々の複数の側面を準備してもよい。
【０１３３】
　いくつかの実施の形態において、注射器は、皮膚接触面を覆う接着剤を含む。例えば、
接着剤５４０は、ベース５０２上の第１の皮膚接触面５０７を覆ってもよい。接着剤の別
の部分は、任意に、本体部上の第２の皮膚接触面５０５（例えば、シャーシ５０４の後方
部分）を覆う。任意に、接着剤は、ベース５０２および／またはシャーシ５０４の縁部を
越えて張り出していてもよい。例えば、接着剤の裾部は、ベース５０２の前部および側部
を越えて張り出していてもよい。任意に、その張り出しは、補強材（ｓｔｉｆｆｅｎｅｒ
）５３６ａ，５３６ｂによって強化されている。
【０１３４】
　いくつかの実施の形態において、注射器の直感的な準備のために、ハンドルが含まれて
いる。例えば、プルリング型ハンドル５３２が、針カバーおよび／または接着剤ライナ５
３４に接続されている。ハンドル５３２は、任意に、接触面５０７を皮膚に対して載置す
る前に針カバーおよび／または接着剤ライナ５３４を取り外すべきであることを、ユーザ
に対して理解させる直感的な手がかりとなる。任意に、注射器は、ハンドル５３２が移動
するまで（例えば、ハンドル５３２が、針キャップおよび／または接着剤ライナ５３４と
共に注射器から離れる方向に引っ張られるまで）、注射器のプライミング（priming）を
防止するロック部を含む。例えば、ハンドル５３４が注射器から離れる方向に引っ張られ
るまで、皮膚センサは覆われていてもよい。または、皮膚センサは係合解除状態において
ロックされていてもよい。または、例えば、活性化スイッチ（例えば、ボタン５４２）は
非活性化位置においてロックされていてもよい。または、これらのうちの複数が実現され
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てもよい。いくつかの実施の形態において、ユーザが一つの行動によって注射器の複数の
部分の準備を行うことができるように、異なる準備活動が接続されている。例えば、針カ
バーは、ベース５０２上の皮膚接触面５０７および筐体５３０上の皮膚接触面５０５の両
方を覆う接着剤ライナ５３４に接続されていてもよい。
【０１３５】
　任意に、接着剤ライナ５３４を接触面５０５および５０７の両方から剥離することと、
（例えば、針カバーをベース５０２の開口部５０３を通って引っ張ることにより）針カバ
ーを取り外すこととは、プルリング５３２をベース５０２から離れる方向に引っ張るとい
う一つの直感的行為によって達成される。これに代えて、あるいはこれに加えて、接触面
５０５および５０７のそれぞれに対して、別の接着剤プロテクタを設けてもよい。または
、針カバーを取り外すことと、接着剤プロテクタを取り外すこととは独立であってもよい
。または、その両方が実現されてもよい。
【０１３６】
　いくつかの実施の形態において、本体部の特徴部は、注射器を直感的に載置することを
容易にする。例えば、皮膚上に載置されるベースは、注射器において最も大きな平面であ
ってもよい。任意に、注射器の上部（皮膚接触面の反対側は、ユーザインタフェース（例
えば、ボタン５４２等のスイッチ、および／または窓部５３１等のディスプレイ）を含ん
でもよい。ユーザが、ディスプレイおよび／またはボタンは、皮膚に対して取り付けるも
のではないと直感的に理解するようになっていても。任意に、注射器の、皮膚に対して載
置されない側面は、一般的に非平坦となっているだろう（例えば、丸くなっている、突出
部を含んでいる、窪み部を含んでいる、またはこれらのうちの複数が実現されている）。
【０１３７】
　いくつかの実施の形態において、デバイスのベース５０２の開口部５０３は、滅菌針カ
バーの挿入および／または取り外しが可能である程度の大きさを有してもよい。例えば、
開口部の幅は、１ｍｍから２ｍｍの間の範囲、および／または２ｍｍから４ｍｍの間の範
囲、および／または４ｍｍから１０ｍｍの間の範囲であってもよい。
【０１３８】
　図６Ａは、本発明の一実施の形態にかかる注射器の一実施の形態の斜視図である。いく
つかの実施の形態において、注射器の外側筐体６３０ａは、保持機構を含む。保持機構は
、例えば、皮膚接触面６０５ａである。任意に、面６０５ａは、対象の皮膚に取り付ける
ための接着剤を含む。例えば、デバイスが活性状態であるとき、面６０５ａと対象の皮膚
との間の接着により、本体部が皮膚上に保持されてもよい。または、注射器のベース６０
２が、シャーシ６０４ａの隣において畳まれた位置で保持されてもよい。または、その両
方が実現されてもよい。
【０１３９】
　図６Ｂは、本発明の一実施の形態にかかる注射器の一実施の形態の斜視図である。いく
つかの実施の形態において、注射器のシャーシ６０４ａは、保持機構を含む。保持機構は
、例えば、皮膚接触面６０５ｂである。
【０１４０】
　任意に、面６０５ｂは、対象の皮膚に取り付けるための接着剤を含む。例えば、デバイ
スが活性状態であるとき、面６０５ｂと対象の皮膚との間の接着により、本体部が皮膚上
に保持されてもよい。または、注射器のベース６０２が、シャーシ６０４ａの隣において
畳まれた位置で保持されてもよい。または、その両方が実現されてもよい。
【０１４１】
　いくつかの実施の形態において、面６０５ａまたは６０５ｂがユーザの皮膚から離れる
方向に引っ張られると、ベース６０２はシャーシ６０４ａまたは６０４ｂから離れる方向
に移動し、それによって針が引き戻されてもよい。
【０１４２】
　いくつかの実施の形態において、ベース６０２は、皮膚接触面および／または接着剤を
含む。例えば、ベース６０２上の接着剤は、注射器を注射部位上において支持するに十分
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な強度を有していてもよい。任意に、ベース６０２は、針用開口部６０３を含む。例えば
、注射器が活性状態であるとき、針は、開口部６０３を通って注射部位内に突出してもよ
い。任意に、開口部６０３は、例えば図６Ａおよび６Ｂに示したようにベース６０３の後
ろにおいて針が引き戻される際に、針カバーを挿入すること、および／または針カバーを
針から取り外すに十分な大きさを有する。任意に、保持機構は、複数の部分、および／ま
たは複数の機構、および／または複数の取り付け面を含んでもよい。
【０１４３】
　いくつかの実施の形態において、ベース６０２は、筐体６３０ａ，６３０ｂおよび／ま
たはシャーシ６０４ａ，６０４ｂにヒンジ部を介して取り付けられている。例えば、ヒン
ジ部は、針穴６０３の付近（例えば、デバイスの、針穴とは反対側にある後端部よりも、
デバイスの、針穴が設けられた前端部に近いところ）に設けられている。例えば、ベース
６０２がシャーシ６０４ａ，６０４ｂから離れる方向に移動する際、針穴の移動は、ベー
ス６０２の反対側の端部の移動よりも小さくてもよい。例えば、針穴の重心の場所は、ヒ
ンジ部とベースの遠端部との間の距離の０から１０％の間の範囲、および／またはヒンジ
部とベースの遠端部との間の距離の１０から３０％の間の範囲、ヒンジ部とベースの遠端
部との間の距離の３０から５０％の間の範囲、ヒンジ部とベースの遠端部との間の距離の
５０から８０％の間の範囲、および／またはにある。
【０１４４】
　図６Ｃおよび６Ｄは、本発明の一実施の形態にかかる針引き戻しのポイントにおける注
射器の実施の形態の斜視図である。
【０１４５】
　いくつかの実施の形態において、針の引き戻しは、シャーシ５０４の皮膚接触面５０５
および／または調合薬送給デバイスの本体部上の皮膚接触面５０５が、対象の皮膚６９３
から持ち上がって離れるときに行われる。これに代えて、あるいはこれに加えて、いくつ
かの実施の形態において、針は、シャーシの皮膚接触面５０５および／または注射器の本
体部の皮膚接触面５０５が皮膚に接続されたままの状態である間に、引き戻される。例え
ば、ベース５０２の皮膚接触面とシャーシ５０５の皮膚接触面との間の相対的な移動は、
針の引き戻しを引き起こす。この相対的な移動は、皮膚が伸長することによってそのよう
な移動を補償することができる距離よりも大きくてもよい。または、小さくてもよい。ま
たは、その両方であってもよい。例えば、ベース上の皮膚接触面とシャーシ上の皮膚接触
面および／または注射器の本体部の皮膚接触面との間の相対的な移動の距離は、最もそれ
らが近づいた点において、０から０．３ｍｍの間の範囲、および／または０．３から１ｍ
ｍの間の範囲、および／または１ｍｍから３ｍｍの間の範囲、および／または３ｍｍから
１０ｍｍの間の範囲、および／または１０ｍｍから３０ｍｍの間の範囲であってもよい。
これに代えて、あるいはこれに加えて、針が引き戻される際、ベースは注射器の本体部お
よび／またはシャーシに対して、０から２度の間の角度、および／または２から６度の間
の角度、および／または６から１２度の間の角度、および／または１２から２４度の間の
角度、および／または２４から４５度の間の角度で回動してもよい。
【０１４６】
　図６Ｃは、ベース５０２がシャーシ５０４から完全に離れたとき、および／またはシャ
ーシ５０４の皮膚接触面５０５と対象の皮膚６９３との接続が解除されたときに、針が引
き戻される針引き戻し機構の実施の形態を表す。例えば、針が引き戻される際のベース５
０２とシャーシ５０４との間の距離は、ベース５０２が皮膚６９３に取り付けられたまま
の状態において、シャーシ５０４の皮膚接触面５０５が皮膚の表面から持ち上がって離れ
るに十分な大きさを有する。任意に、針が引き戻される際、ベース５０２は、注射部位６
９７の周囲の皮膚６９３に取り付けられたままの状態である。
【０１４７】
　例えば、針が引き戻される間、接触面５０５が皮膚に接触したままの状態である一実施
の形態における一実施の形態において、ベース５０２が外向きに、３度未満、および／ま
たは５度未満、および／または１０度未満回動すると、針の引き戻しが行われてもよい。
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例えば、針が引き戻される間、接触面５０５が皮膚に接触したままの状態である一実施の
形態における一実施の形態において、ベース５０２と接触面５０５との間の最も近い点同
士が、互いに対して、０から０．３ｍｍの間、および／または０．３から１ｍｍの間、お
よび／または１ｍｍから３ｍｍの間、および／または３ｍｍから５ｍｍの間において移動
するときに、針の引き戻しが行われてもよい。
【０１４８】
　図６Ｄは、針が引き戻される際、ベース５０２の皮膚接触面およびシャーシ５０４の皮
膚接触面５０５の両方が皮膚に取り付けられたままの状態である注射器の一実施の形態を
表す。例えば、針は、ベース５０２がシャーシ５０４に対してほんのわずかに移動したと
きに、引き戻されてもよい。例えば、ベース５０２上の皮膚接触面とシャーシ５０４上の
皮膚接触面５０５の相対的な移動は、針が引き戻される際、皮膚の弾性によって補償され
るに十分な小ささであってもよい。例えば、針が引き戻される間、接触面５０５が皮膚か
ら離間している一実施の形態における一実施の形態においては、ベース５０２が外向きに
、５から１０度の間、および／または１０から２０度の間、および／または２０から４５
度の間で回動する際、針の引き戻しが行われてもよい。例えば、針が引き戻される間、接
触面５０５が皮膚に接触したままの状態である一実施の形態における一実施の形態におい
ては、ベース５０２と接触面５０５との間の最も近い点同士が、互いに対して、１ｍｍか
ら３ｍｍの間、および／または３ｍｍから５ｍｍの間、および／または３ｍｍから５ｍｍ
の間、および／または５ｍｍから１５ｍｍの間において移動するときに、針の引き戻しが
行われてもよい。
【０１４９】
　図７Ａ～７Ｊは、本発明の一実施の形態にかかる、針挿入機構の例および／または針引
き戻し機構を含む注射器の各種状態を表す斜視断面図である。任意に、針の引き戻しおよ
び／または挿入は、らせん状のねじりばねおよび／または回転運動駆動部によって駆動さ
れてもよい。例えば、ばねの動きはデバイスのベースの位置に応じて制限されてもよい。
【０１５０】
　図７Ａおよび７Ｂは、本発明の一実施の形態にかかる、対象の皮膚上に載置する準備が
完了した薬剤送給デバイスを表す斜視断面図である。図７Ａのデバイスのいくつかの外部
特徴部は、例えば図５Ａおよび５Ｂの説明において説明された。
【０１５１】
　図７Ｂは、本発明の一実施の形態にかかる、準備完了状態（ready state）における注
射器の断面図を表す。いくつかの実施の形態において、針４１０の挿入および／または引
き戻しは、駆動輪７５２によって駆動される。準備完了状態において、駆動輪７５２は、
任意に、針４１０を引き戻し状態において保。例えば、準備完了状態において、注射器の
ベース５０２に接続された干渉要素７５６は、輪７５２上の突起部（spur）７５４の移動
をブロックしてもよい。または、針４１０の送り出しを阻害してもよい。または、その両
方を実現してもよい。
【０１５２】
　任意に、輪７５２は、軸５４８を中心として回転する。
【０１５３】
　いくつかの実施の形態において、貯蔵エネルギー源は、輪７５２を強制的に動かす（im
pel）。例えば、貯蔵エネルギー源は、らせん状のねじりばね７６２を含んでもよい。
【０１５４】
　いくつかの実施の形態において、準備完了状態において、ベース５０２は、活性化ボタ
ン５４２を押すことに干渉してもよい。例えば、ベース５０２が注射器のシャーシ５０４
から離れる方向に延在している状態において、干渉要素７５６がボタン５４２の延在部７
６０の移動をブロックしてもよい。任意に、開口部５０３は、ベース５０２の回動点４４
９付近に設けられている。または、開口部５０３は、ベース５０２が延在位置にある状態
において、針４１０と位置合わせされている。または、その両方が実現されている。例え
ば、針４１０と開口部５０３とを位置合わせすることにより、針カバーが開口部５０３を
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通って延在することが可能になっていてもよい。
【０１５５】
　任意に、ベース５０２は、付勢部材７６４を含む。例えば、部材７６４は、ベース５０
２がシャーシ５０４内に畳まれる際に変形する弾性要素、および／またはベース５０２を
強制的に延在位置に至らせる弾性要素を含む。例えば、部材７６４は、ベース５０２が畳
まれる際にシャーシ５０４の前壁に対して押し上げられるリーフスプリングを含む。これ
に代えて、あるいはこれに代えて、付勢部材は、コイルばね、および／またはねじりばね
、および／または緩衝要素を含んでもよい。
【０１５６】
　図７Ｃは、本発明の一実施の形態にかかる、プライムド状態における注射器のカム駆動
部の断面図を表す。いくつかの実施の形態において、針の移動は、回転駆動カム機構によ
って駆動される。回転駆動カム機構は、駆動輪７５２、および／またはピン７４８、およ
び／またはトラック７４６を含む。例えば、針アセンブリは、搭載プレート（mounting p
late）４１１上に搭載されていてもよい。任意に、搭載プレート４１１は、回動点４４８
を中心として回転する。任意に、初期の針引き戻し状態において、駆動輪７５２は、注射
器の皮膚接触面から離れた位置にピン７４８によって位置させられている（例えば、プラ
イムド状態において（ベース５０２が任意にシャーシ５０４内に畳まれた際））皮膚接触
面はベース５０２の外面とシャーシ５０４とを含んでもよい。
【０１５７】
　任意に、プライムド状態において、ピン７４８は、トラック７４６、および／または搭
載プレート４１１、および／または針の先端部４２８を、皮膚接触面の後ろの引き戻し位
置に保つ。
【０１５８】
　図７Ｃ’は、本発明の一実施の形態にかかる、プライムド状態における注射器の斜視外
面図を表す。任意に、プライムド状態において、ベース５０２は、シャーシ５０４に対し
て畳まれる。例えば、注射器を注射部位に対して押すことによって畳まれてもよい。例え
ば、ベース５０２とシャーシ５０４の下面とは、注射部位の表面と同一平面上にあっても
よい。例えば、ベース５０２は、接着剤５４０によって注射部位に取り付けられていても
よい。例えば、接着剤５４０の裾部は、ベース５０２に取り付けられていなくてもよい。
【０１５９】
　図７Ｄは、本発明の一実施の形態にかかる、プライムド状態における注射器の断面図を
表す。いくつかの実施の形態において、プライムド状態において、要素７５８は、活性化
ボタン５４２を押すことを阻害しなくなっていてもよい。例えば、要素７５８は、ボタン
５４２の延在部７６０の傾斜面が要素７５８に接触するようにし、それによって、ボタン
５４２を押すことにより要素７５８が延在部７６０の延長上から外れるように押されるこ
とが実現するような位置にあってもよい。任意に、ボタン５４２を押すことにより、要素
７５８が、輪７５６の突起部７５４の延長上から外されてもよい。または、輪７５６が解
放されて、輪７５６が活性位置に至ってもよい。または、例えば図７Ｅに示すように、針
の先端部４２８が開口部５０３を通って外に出るように駆動されてもよい。または、これ
らのうちの複数が実現されてもよい。
【０１６０】
　これに代えて、あるいはこれに加えて、ベース５０２の移動により、直接的に、要素７
５８が、輪７５６の突起部７５４の延長上から外れるように移動させられてもよい。例え
ば、針の先端部４２８は、ユーザがボタンを押すことなしに、ベース４０２がシャーシ４
０４に向かって畳まれるとすぐに送り出されてもよい。これに代えて、あるいはこれに加
えて、針の先端部４２８は、手動で送り出されてもよい。例えば、ユーザが筐体５３０お
よび／またはボタン５４２を注射部位に向かって押す力によって送り出されてもよい、例
えば、針の送り出しの動力は、注射器の貯蔵エネルギー源によるものでなくてもよい。
【０１６１】
　図７Ｅは、本発明の一実施の形態にかかる、活性化状態における針駆動部の断面図であ
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る。任意に、活性状態において、ピン７４８がベース５０２および／またはシャーシ５０
４の皮膚接触面の近くに位置するまで、輪７５２は、ばね７６２によって回転させられて
いる。任意に、ピン７４８は、皮膚接触面に向かってトラック７４６を駆動する。または
、皮膚接触面に向かって搭載プレート４１１を駆動する。または、（例えば、図７Ｅ’お
よび７Ｆに示すように）針の先端部４２８を駆動して開口部５０３から送り出し位置に至
らせる。または、これらのうちの複数を実現する。
【０１６２】
　図７Ｅ’は、本発明の一実施の形態にかかる、活性状態における注射器の斜視外面図で
ある。任意に、活性状態において、針の先端部４２８は、開口部５０３から送り出される
。例えば、ベース４０２は、ベース４０２、および／またはシャーシ４０４、および／ま
たは筐体５３０の皮膚接触面が同一平面上となるように、シャーシ４０４および／または
筐体５３０内に畳まれる。例えば、これらの接触面は、ユーザの皮膚の表面に接触してい
てもよい。または、接着されていてもよい。または、その両方であってもよい。
【０１６３】
　図７Ｆは、本発明の一実施の形態にかかる、活性状態における、針駆動部およびベース
の断面図を表す。例えば、活性状態において、ベース５０２上の干渉要素７５７は、突起
部７５４をブロックしてもよい。または、輪７５２がさらに回転することを阻害してもよ
い。または、その両方を実現してもよい。輪７５２がさらに回転することにより、ピン７
４８、プレート４１１、および／または針の先端部４２８が皮膚接触面から離れる方向に
上向きに移動するはずである。さらに回転することをブロックすることにより任意に、ピ
ン７４８、プレート４１１、および／または針の先端部４２８は、送り出し位置において
ロックされる。
【０１６４】
　図７Ｇは、本発明の一実施の形態にかかる、注射部位から取り外すプロセスにおける注
射器の斜視外面図である。いくつかの実施の形態において、筐体５３０を注射ゾーンから
離れる方向に引っ張ると、ベース５３０はシャーシ５０２から外向きに延在する。例えば
、ベース５０２は、シャーシ５０４に対して回動点４４９を中心として回転する。
【０１６５】
　いくつかの実施の形態において、プライムド状態において、搭載プレート４１１がシャ
ーシ５０４および／またはベース５０２に向かって移動することにより針の先端部４２８
が開口部５０３から送り出されるように、開口部５０３が針４１０と位置合わせされてい
る。
【０１６６】
　図７Ｈは、本発明の一実施の形態にかかる、注射部位から取り外すプロセスにおける注
射器の針駆動部の断面図である。任意に、ベース５０２をシャーシ５０４から離れる方向
に動かすこと、干渉要素７５７と突起部７５４との係合が解除される。例えば、干渉要素
７５７から解放されると、輪７５２は半回転する。それにより、ピンが上向きに移動し、
プレート４１１、および／またはシャーシ５０４、および／またはベース５０２の皮膚接
触面から離れた位置に至る。ピンを皮膚接触面から離れる方向に移動させると、任意に、
プレート４１１はシャーシ５０４から離れる方向に回転する。または、針の先端部４２８
が開口部５０３を通って引き戻される。または、針の先端部４２８が、ベース５０２、お
よび／またはシャーシ５０４、および／または本体部５３０の皮膚接触面の後ろにおいて
上向きに引き戻される。または、これらのうちの複数が実現する。
【０１６７】
　図７Ｉは、本発明の一実施の形態にかかる、保護状態における注射器の駆動部を表す。
任意に、引き戻しが行われている間、輪７５２は、ピン７４８がベース５０２の皮膚接触
面から最も遠い点を通り過ぎる瞬間まで、ばね７６２によって回転させられている。任意
に、引き戻しが行われている間、輪７５２は、ピン７４８が（例えば、図７Ｃに示すよう
な）ピン７４８の注射前位置（preinjection position）にほぼ到達するまで、ばね７６
２によって回転させられている。例えば、ストップ部が、輪７５２がさらに移動すること
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を防ぐ。任意に、針の先端部４２８は、輪７５２が止まること（輪７５２が前方に行くこ
とが防がれていること）によって、引き戻された状態でロックされる。または、ばね７６
２（輪が後方に行くことが防がれていること）によって、引き戻された状態でロックされ
る。または、下向きの力が輪７５２をストップ部内に押したために、引き戻された状態で
ロックされる。または、これらのうちの複数によって、引き戻された状態でロックされる
。いくつかの実施の形態において、引き戻しの後、針４１０は開口部５０３と位置合わせ
されたままの状態である。例えば、針４１０を引き戻し位置においてロックすることによ
り、針４１０と開口部５０３との間の位置合わせとは無関係に針刺しの危険を防ぐことが
できる。
【０１６８】
　図７Ｉ’および７Ｊはそれぞれ、本発明の一実施の形態にかかる、保護状態における注
射器の斜視外面図および内部断面図を表す。
【０１６９】
　いくつかの実施の形態において、ベース５０２は、外向きに、シャーシ５０４から離れ
る方向に付勢されている。例えば、なんらかの理由でベース５０２が開くことなく注射部
位から剥離されたとしても、付勢することにより、ベース５０２を開かせることができる
だろう。または、針の先端部４２８を引き戻すことができるだろう。または、その両方を
実現することができるだろう。これに代えて、あるいはこれに加えて、ベースは、付勢さ
れることなく、自由に回転してもよい。または、ベースは内向きに（シャーシに向かって
）付勢されていてもよい。または、その両方が実現されてもよい。例えば、本体部が注射
部位から離れる方向に引っ張られる際、接着剤によってベースが本体部から離れる方向に
引っ張られてもよい。または、接着剤によって針が引き戻されてもよい。または、その両
方が実現されてもよい。これに代えて、あるいはこれに加えて、針は、本体部に対して引
き戻されなくてもよい。例えば、ベースが本体部から離れる方向に延在する際、ベースは
、針の先端部を通り過ぎて外向きに延在してもよい。または、針の先端部を遮蔽してもよ
い。または、その両方が実現されてもよい。これは、例えば、針刺しの危険を防ぐためで
ある。
（接着剤構造）
【０１７０】
　図８は、本発明の一実施の形態にかかる、接着剤構造の分解図である。任意に、皮膚接
着剤５４０は、片側に接着剤を有する可撓性基板を含む。任意の接着層８４０ｂは、接着
剤８４０ｂの可撓性基板を補強材８３６に接続する。補強材８３６の一部は、接着層８４
０ａによってベース５０２に取り付けられている。任意に、補強材８３６の一部、および
／または接着剤５４０の基板の一部は、裾部を形成する。例えば、裾部の一部は、ベース
５０２を越えて張り出していてもよい。または、裾部の一部は、ベース５０２の下に設け
られていてもよい。または、その両方が実現されていてもよい。しかし、裾部の一部は、
ベース５０２に取り付けられてはいない。いくつかの実施の形態において、第２の接着剤
は、デバイスの筐体および／またはシャーシに接続されている。例えば、両面接着剤８４
０ｃが、シャーシ５０４の接触面５０５に取り付けられていてもよい。任意に、保護ライ
ナ５３４が、皮膚接着剤５４０および／または８４０ｃを覆っている。いくつかの実施の
形態において、ライナ５３４は、注射器の使用前に剥離される。任意に、ライナ５３４は
、滅菌針キャップと相互接続されていてもよい。
【０１７１】
　任意に、針キャップおよびライナ５３４は、共に取り外されると共に剥離されてもよい
。
【０１７２】
　これに代えて、あるいはこれに加えて、接着剤構造は異なる数の部分および／または層
を有していてもよい。
（安定化された注射器）
【０１７３】
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　図９Ａ～９Ｃは、本発明の一実施の形態にかかる、安定化されたペン型注射器の模式断
面図である。
【０１７４】
　図９Ａは、本発明の一実施の形態にかかる、準備完了状態における安定化された注射器
を表す。任意に、接着ベース９０２のうしろに、直線状の針９１０を備えた標準的なシリ
ンジ９２２が搭載されている。任意に、注射器は、滅菌針キャップを備えている。例えば
、針キャップは、注射開始前に、ベース９０２の開口部９０３を通って取り外されてもよ
い。注射を開始するために、ユーザは、任意に、ベース９０２を注射部位に接着させる。
または、注射器の筐体９３０を注射部位に向かって押す。または、その両方を行う。例え
ば、ユーザが加えた圧力により、針９１０が開口部９０３を通って注射部位内に突出する
ように、ベース９０２が筐体９３０に向かって畳まれてもよい。
【０１７５】
　図９Ｂは、本発明の一実施の形態にかかる、活性状態における安定化されたペン型注射
器を表す。
【０１７６】
　いくつかの実施の形態において、ベース９０２は、畳まれた状態において保持される。
例えば、ベース９０２は、筐体９３０に向かって付勢されていてもよい。これに代えて、
保持機構および／またはロック機構が、ベース９０２を畳まれた状態において保持する。
任意に、接着剤がデバイスを注射部位に保持している間、および／またはデバイスが活性
状態において保持されている間に、アクチュエータは針９１０を通して対象内に薬剤を送
給する。
【０１７７】
　いくつかの実施の形態において、ユーザは、（例えば、薬剤送給終了時、および／また
は薬剤送給終了前において）筐体９３０を注射部位から離れる方向に引っ張ってもよい。
例えば、ベース９０２が注射部位に接着されたままの状態において、筐体９３０を注射部
位から離れる方向に引っ張ると、保持機構が無力化される。または、例えば、ベース９０
２を保護状態に延在させることにより、シールドが展開する。または、その両方が実現さ
れる。
【０１７８】
　図９Ｃは、本発明の一実施の形態にかかる、保護状態における安定化されたペン型注射
器を表す。例えば、ベース９０２が活性状態から延在状態に展開されると、ベース９０２
は永久にロック状態となってもよい。それにより、針９１０へのアクセスが妨害されても
よい。または、針刺しによる傷害が防がれてもよい。または、その両方が実現されてもよ
い。
【０１７９】
　他の実施の形態において、安定化されたペン型注射器は、任意に、針挿入および／また
は引き戻し機構を含む。例えば、挿入および／または引き戻しは、アクチュエータおよび
／または貯蔵エネルギー源を介して挿入および／または引き戻しを行ってもよい。これは
、例えば、ベース９１０を延在させること、および／またはベース９１０を畳むことによ
って引き起こされる。
（他のパッチ型注射器の針機構）
【０１８０】
　図１０Ａ～１０Ｆは、本発明の一実施の形態にかかる、針挿入／引き戻し機構の模式図
である。いくつかの実施の形態において、針は、直線運動機構（linear movement mechan
ism）によって挿入および／または引き戻しが行われてもよい。任意に、この機構の動力
は、貯蔵エネルギー源によるものであってもよい。貯蔵エネルギー源は、例えば、コイル
ばねである。
【０１８１】
　図１０Ａは、本発明の一実施の形態にかかる、針挿入／引き戻し機構の分解図である。
いくつかの実施の形態において、機構は、活性化ボタン１０４２と、筐体１０３０と、ベ
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ース１００２と、トラック１０５２と、トラック１０５３と、干渉要素１０６０および１
０５７と、ピン１０４９とを含んでもよい。ベース１００２は、移動可能に筐体１０３０
に取り付けられている。トラック１０５２は、固定されている。トラック１０５３は、垂
直方向に移動可能であると共に、針１０１０に取り付けられている。干渉要素１０６０は
、例えば、ボタン１０４２に取り付けられている。干渉要素１０５７は、例えば、ベース
１００２に取り付けられている。ピン１０４９は、貯蔵エネルギー源であるコイルばね１
０６２に取り付けられている。例えば、図１０Ａ～Ｆの実施の形態例において、ばね１０
６２は、ピン１０４９を右向きに引っ張る。
【０１８２】
　図１０Ｂは、注射部位に載置する前の針機構を表す。
【０１８３】
　任意に、デバイスを載置する前、ピン１０４９は、トラック１０５２の壁の垂直部分に
よって、右側への移動を妨げられている。針１０１０は、任意に、上向きに引き戻されて
いる。または、ベース１００２が、任意に、下向きに延在させられている。または、その
両方が実現されている。
【０１８４】
　図１０Ｃは、本発明の一実施の形態にかかる、注射部位に載置した後の、プライムド状
態における針機構を表す。任意に、デバイスを注射部位に載置すると、ベース１００２が
押し上げられ、干渉要素１０５７が、トラック１０５２の下部分をブロックする。
【０１８５】
　図１０Ｄは、本発明の一実施の形態にかかる、活性化ボタン１０４２を押し下げる瞬間
における針機構を表す。任意に、ボタン１０４２を押し下げると、干渉要素１０６０が下
向きに押される。または、ピン１０４９が、トラック１０５２の垂直部分からトラック１
０５２の傾斜部分まで下向きに押される。または、その両方が実現される。ばね１０６２
の右向きの力は、ピン１０４９をトラック１０５２の傾斜壁に対して引っ張る。
【０１８６】
　図１０Ｅは、本発明の一実施の形態にかかる、活性状態における針機構を表す。ピン１
０４９は、任意に、トラック１０５２に沿って右向きに引っ張られる。例えば、ピン１０
４９が右向きに移動すると、それは下向きに移動する。または、それは、トラック１０５
３を下向きに押す。または、それは、針１０１０をベース１００２の開口部から、送り出
し位置および／または注射部位内に押し出す。または、これらのうちの複数が実現される
。任意に、ピン１０４９が干渉要素１０５７に接触すると、ピン１０４９の右向きの動き
は止められる。または、針１０１０が、送り出し位置においてロックされる。または、そ
の両方が実現される。
【０１８７】
　図１０Ｆは、本発明の一実施の形態にかかる、保護状態における針機構を表す。任意に
、デバイスは、筐体１０３０を注射部位から離れる方向に引っ張ることにより、注射部位
から取り外される。ベース１００２は、任意に、注射部位に接着されている。このベース
１００２は、任意に、筐体１０３０がベース１００２に対して上向きに引っ張られるよう
に、注射部位に保持されている。任意に、筐体１０３０がベース１００２に対して移動す
ると、干渉要素１０５７がトラック１０５２の外に移動する。要素１０５７がトラック１
０５２の外に移動すると、ピン１０４９は、自由に、右向きにトラック１０５２に沿って
上向きに移動することができるようになる。ピン１０４９が右向きかつ上向きに移動する
際、トラック１０５３および／または針１０１０は上向きに引っ張られ、引き戻し位置お
よび／または保護位置に至る。
（薬剤送給デバイスの寸法の例）
【０１８８】
　いくつかの実施の形態において、容器（例えば、シリンジ）のペイロードは、例えば、
０．５と２ｍｌとの間、および／または２と７ｍｌとの間、および／または７と６ｍｌと
の間、および／または７と１０ｍｌとの間の薬剤、またはそれより多い薬剤を含んでもよ
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い。いくつかの実施の形態において、注射器は、ペイロード全部を一度の投与として排出
してもよい。薬剤送給デバイスは、例えば、パッチ型注射器、および／または内部の動力
による駆動部を含んでもよい。内部の動力による駆動部は、プランジャを駆動するための
ものである。または、ペイロードを排出するためのものである。または、その両方のため
のものである。
【０１８９】
　この適用のために、内部の動力による注射器駆動部は、注射器内に少なくとも一時的に
貯蔵されるエネルギーを動力とする駆動機構として定義されてもよい。動力（power）は
、動力源に貯蔵されてもよい。例えば、化学ポテンシャル（例えば、膨張ガスおよび／ま
たはバッテリを生じさせる化学物質）として、貯蔵されてもよい。または、（例えば、弾
性部材、および／またはばね、および／または加圧ガスに貯蔵される）機械的ポテンシャ
ルとして貯蔵されてもよい。例えば、駆動部は、ペイロードを排出する時間が、２０と１
２０秒との間の範囲、および／または１２０と６００秒との間の範囲、および／または６
００秒と１時間との間の範囲、および／または１時間と１日との間の範囲、および／また
はそれより長い範囲となるように設計されていてもよい。
【０１９０】
　いくつかの実施の形態において、装置は、活性化後、物質の送給を始める前において、
一定の遅延時間、待機するようにプログラムされてもよい。一定の遅延時間は、２から２
０分の間の範囲、および／または２０分から１時間の間の範囲、および／または１時間か
ら６時間の間の範囲、および／または６時間から２日の間の範囲である。任意に、遅延時
間の長さは、装置の感温性要素が好ましい作動温度に到達するまでの推定時間であっても
よい。例えば、感温性要素は、薬剤および／またはバッテリを含んでもよい。
【０１９１】
　一般に、排出は、駆動部によって駆動されてもよい。内部の動力による駆動部の動力は
、各種機構によるものであってもよい。各種機構は、例えば、上記のようなモータを含む
。上記のようなモータは、例えば、ＤＣモータ、アクチュエータ、ブラシレスモータ、お
よび／またはトランスミッションを含む。トランスミッションは、例えば、伸縮式アセン
ブリ、および／またはねじ込み式要素（threaded element）、および／またはギア、およ
び／または結合機構（coupling mechanism）、および／または弾性機構（例えば、ばねお
よび／またはゴムバンド）、および／または膨張ガス、および／または油圧アクチュエー
タを含む）。
【０１９２】
　本発明のいくつかの実施の形態にかかる薬剤送給デバイスは、上述のように容器部分を
含んでもよい。例えば、容器は、薬物収容器および／またはシリンジを含んでもよい。任
意に、シリンジには、標準的な機器を用いて薬が充填されていてもよい。または、無菌室
において薬が充填されていてもよい。または、その両方が実現されていてもよい。予め充
填されたシリンジは、任意に、近位開口部を含んでもよい。プランジャが、任意に、その
近位開口部を封止してもよい。または、シリンジの内容物の滅菌状態を保護してもよい。
または、その両方を実現してもよい。典型的には中空である滅菌針は、任意に、シリンジ
のバレル部に接続されていてもよい。例えば、針の中空部分は、バレル部の内部と流体接
続されていてもよい。
【０１９３】
　針は、任意に、バレル部の遠位端部の延在部に強固に取り付けられていてもよい。針の
全体および／または一部の滅菌状態は、例えば、保護キャップによって保護されていても
よい。保護キャップは、シリンジが注射器に供給および／または装填される際、針上に残
っていてもよい。例えば、薬収容器は、任意に、針に強固に取り付けられた円筒状のバレ
ル部を含んでもよい。いくつかの実施の形態において、薬のペイロードを排出するために
、プランジャがバレル部の内部に沿って軸方向に摺動してもよい。例えば、薬は、中空状
の針を通って排出されてもよい。針の突出先端部は、バレル部の軸に対して角度を有する
向きとなっていてもよい。
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【０１９４】
　ベースのアスペクト比は、ベースの最短軸に対する最長軸の長さの比として定義されて
もよい。任意に、軸の比は、１から１．５の間の範囲、および／または１．５から２の範
囲、および／または２から３の間の範囲、および／または３より大きい範囲であってもよ
い。いくつかの実施の形態において、注射器の高さは、ベースの短軸の長さの半分からベ
ースの短軸の長さの間の範囲、および／またはベースの短軸の長さからベースの短軸の長
さの二倍の間の範囲、および／またはベースの短軸の長さの二倍よりも大きい範囲であっ
てもよい。注射器の高さは、使用後に、患者の皮膚から接着剤を回動させて取り外すため
のてこを供給してもよい。
【０１９５】
　いくつかの実施の形態において、針を患者の皮膚に挿入する力は、例えば、０．０２か
ら０．２Ｎの間の範囲、および／または０．２と０．５Ｎとの間の範囲、および／または
．５から５Ｎの間の範囲であってもよい。任意に、薬剤を注射するのに必要な力（例えば
、シリンジのプランジャにかかる力）は、例えば、５から６０Ｎの間の範囲であってもよ
い。例えば、薬剤を注射するのに必要な力は、薬剤の注射速度、および／または薬剤の粘
度、および／またはシリンジの幾何学的形状、および／または針の寸法によってもよい。
【０１９６】
　いくつかの実施の形態において、針保護機構は、例えば１０から６０Ｎの間よりも大き
い直線的な力によって引き起こされてもよい。
【０１９７】
　例えば、薬剤送給デバイスは、自動注射器を含んでもよい。自動注射器は、針を挿入す
るのに十分な力によって手動で押すことにより活性化されてもよい。デバイスは、その後
、薬剤を注射するための注射力を加えてもよい。薬剤全部が注射された後、および／また
は閉塞が生じているとき、注射力は、針の安全確保（safeguarding）および／または注射
の終了を引き起こす閾値を超えるまで増加してもよい。
【０１９８】
　例えば、閉塞発生時、および／または送給終了時において、デバイスによって生じる直
線的な力は、６０Ｎのレベルまで増加してもよい。針安全確保機構（例えば、針引き戻し
機構）は、力に対して感受性を有していてもよい。例えば、その機構は、７０Ｎにおいて
機能しなくなり、針を引き戻し位置に戻すスナップ部（snap）を含んでもよい。
【０１９９】
　いくつかの実施の形態において、薬を注射するための応力、および／または針の安全確
保を引き起こす応力は、トルクを含んでもよい。例えば、薬の注射は、プランジャによっ
て駆動されてもよい。プランジャは、任意に、ねじ込み式アセンブリおよび／または伸縮
式アセンブリによって駆動されてもよい。ねじ込み式アセンブリは、例えば、ねじ込み式
ねじ、および／またはねじ込み式歯であってもよい。任意に、歯および／または関連する
ねじの間隔は、例えば、０．５と２ｍｍとの間の範囲であってもよい。ねじの直径は、例
えば、２．５と１５ｍｍとの間の範囲であってもよい。注射の動力となるトルクは、例え
ば、０．２と１．０Ｎ*ｃｍとの間の範囲であってもよい。トリガトルク（針の安全確保
を引き起こすトルク）は、例えば、０．５から２の間の範囲、および／または２から７の
間の範囲、および／または７から１０Ｎ*ｃｍの範囲であってもよい。
【０２００】
　注射を行っている間、プランジャの直線的な移動は、例えば、１０から５０ｍｍの間の
範囲であってもよい。プランジャの移動の長さは、例えば、注射する薬の体積によって変
化してもよい。注射する薬の体積は、例えば、０．５から３ｍｌの間の範囲であってもよ
い。
【０２０１】
　いくつかの実施の形態において、安全確保機構は、トルクに対して感受性を有していて
もよい。例えば、針は、機構がねじりモーメントに曝された際に引き戻されてもよい。任
意に、排出は、トルクによって駆動されてもよい。例えば、駆動部がねじ込み式要素にト
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ルクを加え、プランジャを押してもよい。駆動部に加えられたトルクが閾値に到達すると
き、針が解放されてもよい。または、針が引き戻されてもよい。または、針シールドが展
開されてもよい。または、これらのうちの複数が実現されてもよい。これに代えて、ある
いはこれに加えて、トリガ機構は、トルクおよび直線的な力の両方を必要としてもよい。
例えば、トルクおよび直線的な応力の両方を必要とすることにより、瞬間的摩擦に起因す
る時期尚早な活性化を防がれてもよい。
【０２０２】
　いくつかの実施の形態において、排出時間は、充填体積および／または粘度に依存して
変化してもよい例えば、予想注射速度は、粘度に依存した注射速度であってもよい。例え
ば、１ｃｐから１５ｃｐの範囲の粘度に対しては、予想注射範囲は、３０から７０ｓｅｃ
／１ｍｌの間の範囲であってもよい。１５ｃｐから６０ｃｐの範囲の粘度に対しては、予
想注射速度は、３５から６０ｓｅｃ／ｍｌの間の範囲であってもよい。６０ｃｐよりも高
い粘度に対しては、予想注射率は、５３から６７ｓｅｃ／１ｍｌの間の範囲であってもよ
い。最大および／または最小予想注射時間は、例えば、最大および／または最小許容充填
体積を注射率で除算したものであってもよい。
【０２０３】
　例えば、排出予想時間は、例えば、（例えば、１から１５ｃｐの間の範囲の粘度を有す
ると共に、０．８と１．２ｍｌとの間である流体に対しては）２４から７８秒の間の範囲
、および／または（例えば、１から１５ｃｐの間の範囲の粘度を有すると共に、１．２と
１．７ｍｌとの間である流体に対しては）３６から６８秒の間の範囲、および／または（
例えば、１から１５ｃｐの間の範囲の粘度を有すると共に、１．７と２．３ｍｌとの間で
ある流体に対しては）５１から９２秒の間の範囲、および／または（例えば、１５と７０
ｃｐとの間の範囲の粘度を有すると共に、２．０から２．５ｍｌである流体に対しては）
７０から１５０秒の間の範囲、および／または、より大きい体積および／またはより高い
粘度に対しては、１２０秒と３分との間の範囲であってもよい。いくつかの実施の形態に
おいて、注射時間はより長くてもよい。注射時間の長さは、粘度および／または体積以外
のものを考慮することによって決定されてもよい。
【０２０４】
　いくつかの実施の形態において、容器の長さは、例えば、２０と７２との間の範囲、お
よび／または７２と７８ｍｍとの間の範囲、および／または７８と８０ｍｍとの間の範囲
、および／または８０と２００ｍｍとの間の範囲であってもよい。いくつかの実施の形態
において、容器の円筒状の内部空間の幅の平均は、例えば、１と３ｍｍとの間の範囲、お
よび／または３と１０との間の範囲、および／または１０と１５ｍｍとの間の範囲、およ
び／または１５と２５ｍｍとの間の範囲、および／または２５と５０ｍｍとの間の範囲で
あってもよい。任意に、容器は、幅がその円形の直径であるような円形状の断面を有して
もよい。いくつかの実施の形態において、延在部は、直線状の端部分を有してもよい。そ
の端部分の長さは、例えば、１と３ｍｍとの間の範囲、または３と７ｍｍとの間の範囲、
または７と８との間の範囲、または８と１０ｍｍとの間の範囲、または１０と１５ｍｍと
の間の範囲、または１５と５０ｍｍとの間の範囲であってもよい。いくつかの実施の形態
において、針の、露出された直線状の部分の長さは、例えば、１と５ｍｍとの間の範囲、
または５と７ｍｍとの間の範囲、または７と１０ｍｍとの間の範囲、または１０と２０ｍ
ｍとの間の範囲であってもよい。
【０２０５】
　いくつかの実施の形態において、延在部は、針キャップ用の封止リングを有してもよい
。封止リングの長さは、例えば、０．１と０．６ｍｍとの間の範囲、または０．６と１ｍ
ｍとの間の範囲、または１と２．５ｍｍとの間の範囲、または２．５と３ｍｍとの間の範
囲、または３と６ｍｍとの間の範囲、または６と１５ｍｍとの間の範囲であってもよい。
いくつかの実施の形態において、封止リングは内部に窪み（cavity）を有してもよい。そ
の内部の窪みの長さは、例えば、０．５と１．５ｍｍとの間の範囲、／または１．５と２
．５ｍｍとの間の範囲、または２．５と５ｍｍとの間の範囲、または５と１０ｍｍとの間
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の範囲であってもよい。
【０２０６】
　いくつかの実施の形態において、封止リングの外側の幅の平均は、外径の平均であって
もよく、例えば、１と７ｍｍとの間の範囲、または７と５ｍｍとの間の範囲、または５と
１０ｍｍとの間の範囲、または１０と２０ｍｍとの間の範囲であってもよい。いくつかの
実施の形態において、封止リングの内側の幅の平均は、内径の平均であってもよく、例え
ば、１と３ｍｍとの間の範囲、または３と７ｍｍとの間の範囲、または７と１０ｍｍとの
間の範囲、または１０と１８ｍｍとの間の範囲であってもよい。いくつかの実施の形態に
おいて、延在部は、（封止リングを含まない）ネック部を有してもよい。そのネック部の
幅の平均は、直径の平均であってもよく、例えば、１と３ｍｍとの間の範囲、または３と
７ｍｍとの間の範囲、または７と８ｍｍとの間の範囲、または８と１６ｍｍとの間の範囲
であってもよい。任意に、ネック部は一様でない断面（例えば、Ｉ形の梁形状の断面、お
よび／または十字形状の断面）を有してもよい。または、テーパ状の断面を有してもよい
。または、その両方を有してもよい。
【０２０７】
　一様でない断面については、外側の幅の平均は、ネック部の長さにわたって平均された
ネック部を囲い込むことができる最小の楕円の幅として定義されてもよい。いくつかの実
施の形態において、延在部と容器の窪みとの間の流体路は、２７ゲージの針、または２５
と３０ゲージとの間の範囲の針、または２０と２５ゲージとの間の針、または３０と３２
ゲージとの間の針を含んでもよい。いくつかの実施の形態において、延在部から突出して
いる針は、２７ゲージの針、または２５と３０ゲージとの間の範囲の針、または２０と２
５ゲージとの間の範囲の針、または３０と３２ゲージとの間の範囲の針を含んでもよい。
【０２０８】
　本出願から生じる特許の有効期間において、多数の関連技術および／または多数の関連
材料が発達することが予想されるが、用語の範囲は、そのような新しい技術および材料を
全てアプリオリに含むことを意図している。
【０２０９】
　本明細書において用いられている用語「約（about）」、「およそ（approximately）」
、「実質的に（substantially）は、±５％であることを意味する。
【０２１０】
　用語「備え(comprises)」、「備える(comprising)」、「含み(includes)」、「含む(in
cluding)」、「有する（having）」、およびそれらの活用形は、「～を含むが、～に限定
されない」ことを意味する。
【０２１１】
　用語「からなる（consisting of）」は「～を含み、かつ～に限定される（including a
nd limited to)」ことを意味する。
【０２１２】
　用語「本質的に～からなる（consisting essentially of）」は、組成物、方法、また
は構造において、追加の成分、工程、および／または部分が、請求の範囲に記載の組成物
、方法、または構造の基本的かつ新規な特性を実質的に変更しない限り、そのような追加
の成分、工程、および／または部分を含んでもよいことを意味する。
【０２１３】
　本明細書において用いられている、「a」、「an」、および「the」を伴う単数形の記載
は、文脈上明確な断りのない限り、言及がなされたものの複数形を含んでいる。例えば、
用語「化合物（a compound）」または「少なくとも一つの化合物（at least one compoun
d）」は、複数の化合物を含んでもよく、その混合物を含んでもよい。
【０２１４】
　本願の全体に渡って、本発明の各種実施の形態を、範囲形式をによって提示している場
合がある。範囲形式による記載は、便宜上および簡潔化を目的としているにすぎず、本発
明の範囲について柔軟性を排して限定するものであると解釈されるべきではない。したが
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確に開示するものとみなされるべきである。例えば、「１から６まで」のような範囲の記
載は、「１から３まで」、「１から７まで」、「１から５まで」、「２から７まで」、「
２から６まで」、「３から６まで」等のような部分範囲や、例えば、１、２、３、７、５
、および６のように、その範囲内の個々の数字を、明確に開示するものとみなされるべき
である。これは、範囲の幅に関係なく適用される。
【０２１５】
　本明細書において示されている数値範囲は、いかなる場合でも、示される範囲内の任意
の数字（分数または整数）を含むことを意味する。第１の指示数字と第２の指示数字との
「間の範囲（between）」や、第１の指示数字「から（from）」第２の指示数字「まで（t
o）」という語句は、本明細書においては互換可能に使用されており、第１の指示数字お
よび第２の指示数字、ならびにそれらの間のすべての分数および整数を含むことを意味し
ている。
【０２１６】
　本発明のいくつかの特徴は、明確性の確保のために文脈上、別個の実施の形態として記
載されているが、それらは、単一の実施の形態において、組み合わせて設けてもよい。逆
に、簡潔性の確保のために文脈上、単一の実施の形態として記載されている本発明の各種
特徴は、本発明の、記載された実施の形態以外の任意の他の実施の形態において、別々に
設け、任意の適したサブコンビネーションとして設け、または、適切に設けてもよい。各
種実施の形態として文脈上、記載されているいくつかの特徴は、その実施の形態がそれら
の要素なくして作用不能とならない限り、それらの実施の形態における必須の特徴とみな
されるべきではない。
【０２１７】
　本発明を、その具体的な実施の形態と関連して説明したが、当業者であれば、多くの代
替、変形、および変更をなし得ることは明らかである。したがって、そのような代替、変
形、および変更のすべてを包含することを意図するものであり、そのような代替、変形、
および変更は、添付の請求の範囲によって定められる精神および広範な範囲内に含まれる
。
【０２１８】
　本明細書に記載されている全ての刊行物、特許及び特許出願は、参照によりそれらを全
体的に本明細書に援用する。これは、１つ１つの刊行物、特許又は特許出願があたかも明
確かつ個別に参照により本明細書に援用されていることが示されているような場合と同程
度の援用である。さらに、本出願における文献の引用又は特定は、その文献が本発明の先
行技術として存在することを自認するものであると解釈されてはならない。節の見出しが
使用される限り、それらは必ずしも限定的であると解釈されるべきではない。
（符号の説明）
３０２，４０２，５０２，６０２，９０２，１００２…ベース、３０４，５３０…本体部
、３１０，４１０，９１０，１０１０…針、３２０，６９７…注射部位、４０４，５０４
，６０４ａ，６０４ｂ…シャーシ、４０７，４１３，５０５，５０７，６０５ａ，６０５
ｂ…皮膚接触面（接触面）、４１１…搭載プレート、４２８…先端部、５０３，６０３，
９０３…開口部、５４０…接着剤、７６４…付勢部材。
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